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は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
動
（
詞
）
的
観
点
か
ら
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
事
実
性
問
題

の
帰
趨
を
跡
づ
け
つ
つ
そ
の
射
程
と
限
界
を
見
定
め
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て

主
観
客
観
構
造
に
は
還
元
さ
れ
な
い
人
間
と
自
然
の
関
わ
り
の
動
的
意
味
を
記
述
す

る
こ
と
で
あ
る
。
ラ
ン
ト
グ
レ
ー
ベ
に
よ
れ
ば
、「
事
実
性Faktizität

と
い
う
術
語

は
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
厳
密
な
意
味
を

も
っ
た
哲
学
の
術
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
は
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
」

（L
andgrebe 1976, 173

）①
。
ガ
ダ
マ
ー
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
事
実
性
と
は
、「
そ
の
背
後

に
遡
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
「
遡
行
不
可
能
性U

n
h

in
tergeh

barkeit

」

（G
G

W
 3, 422

）
に
存
す
る
。
遡
行
不
可
能
性
と
は
、
あ
る
事
実
に
関
し
て
、
そ
の
背

後
に
あ
る
か
も
知
れ
な
い
原
因
・
主
体
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の

絶
対
的
原
因
・
主
体
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
そ
の

最
初
期
に
、
ま
ず
生
の
「
事
実
性
」
の
問
題
に
こ
そ
、「
真
の
意
味
で
「
下
か
ら
」
始0

ま
る

0

0

」、「
最
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
現
象
学
」（G

A
 61, 195

）
の
可
能
性
を
見
定
め
た
。
生

の
事
実
性
は
、
や
が
て
現
存
在
の
事
実
性
へ
と
若
干
の
意
味
の
変
更
を
伴
っ
て
継
承

さ
れ
、
さ
ら
に
は
広
義
の
自
然
の
事
実
性
へ
拡
大
さ
れ
る
が
、
や
が
て
一
九
三
一
年

を
最
後
に
術
語
と
し
て
は
姿
を
消
す
。

事
実
性
は
何
ら
か
の
主
体
・
原
因
に
還
元
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
事
態
を
、
デ
リ

ダ
は
「
中
動
態
つ
ま
り
あ
る
種
の
非
‐
他
動
詞
性
」
の
動
態
と
し
て
示
唆
す
る
。
そ

れ
は
、「
動
作
主
か
ら
出
発
し
て
も
被
動
作
主
か
ら
出
発
し
て
も
考
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
、
両
者
の
項

0

0

0

0

の
い
ず
れ
か
ら
出
発
し
て
も
、
ま
た
い
ず
れ
を
め
が
け
て
も
考
え
ら

れ
な
い
」（D

errida 1972, 9

）
よ
う
な
に
か
作
用
な
ら
ざ
る
作
用
で
あ
る
。
能
動
的
・

他
動
詞
的
モ
デ
ル
で
考
え
れ
ば
、
私
た
ち
は
事
実
を
も
た
ら
し
た
主
体
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
あ
る
い
は
私
た
ち
自
身
が
そ
の
主
体
で
あ
り
う
る
。
対
す
る
非
‐
他

動
詞
性
・
中
動
態
モ
デ
ル
で
考
え
た
場
合
、
事
実
は
何
ら
か
の
主
体
に
還
元
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

予
め
言
っ
て
お
く
と
、
事
実
性
は
、
文
法
的
な
中
動
態
や
自
動
詞
に
よ
っ
て
単
純

に
片
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
で
、
つ
ま
り
ど

の
よ
う
な
哲
学
的
意
味
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
以
下
で
は
、
事
実
性
問
題

の
帰
趨
を
辿
り
な
が
ら
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
具
体
的
な
手
順
は
つ
ぎ
の
通
り

で
あ
る
。
ま
ず
最
初
期
お
よ
び
初
期
に
お
け
る
生
・
現
存
在
の
事
実
性
を
、
自
動
詞

性
（
非
他
動
詞
性
）
と
他
動
詞
性
の
二
重
性
か
ら
明
ら
か
に
す
る
（
一
節
）。
つ
ぎ
に

『
存
在
と
時
間
』
の
領
域
的
自
然
概
念
か
ら
始
め
て
、そ
の
後
の
形
而
上
学
的
自
然
に

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
事
実
性
問
題
の
射
程
と
限
界
を
見
定
め
る
（
二
節
）。
最
後
に

事
実
性
概
念
放
棄
後
の
一
九
三
二
年
の
講
義
の
な
か
に
、
事
実
性
に
還
元
さ
れ
な
い

ピ
ュ
シ
ス
（
自
然
）
の
動
的
意
味
を
明
示
す
る
（
三
節
）。

動
（
詞
）
的
観
点
か
ら
見
た
事
実
性
の
射
程
と
限
界

小
田
切　

建
太
郎
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一
節　

事
実
性
の
動
（
詞
）
的
意
味

一
‐
一
〈
生
き
る
〉
の
自
動
詞
お
よ
び
他
動
詞
的
意
味

一
九
一
九
年
の
初
期
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
戦
時
緊
急
講
義
『
哲
学
の
理
念
と
世
界
観

の
問
題
』（G

A
 56/57, S. 3-117

）
で
は
、ま
だ
事
実
性
（Faktizität

）
の
語
は
登
場
し

な
い
。
一
九
二
〇
年
夏
学
期
講
義
『
直
観
と
表
現
の
現
象
学

―
哲
学
的
概
念
形
成

の
理
論
』（G

A
 58

）
に
な
る
と
、「
事
実
的
な
生das faktisch

e L
eben

」
の
「
事

実
性Faktizität

」（G
A

 58, 86, 111, 172, 173

）
と
い
っ
た
表
現
が
登
場
す
る
。
事
実

的
生
は
、「
環
境
世
界U

m
w

elt

」（
景
観
や
街
な
ど
）、「
共
世
界M

itw
elt

」（
両
親
や

兄
弟
、
教
師
や
生
徒
な
ど
）「
自
己
世
界S

elbstw
elt

」（
私
）
の
三
つ
の
契
機
に
分
節

さ
れ
（G

A
 58, 33

）、
自
己
世
界
が
そ
れ
ら
を
集
約
す
る
か
た
ち
と
な
る
。
一
九
二
〇

／
二
一
年
の
冬
学
期
講
義
『
宗
教
現
象
学
入
門
』（G

A
 60, 1-156

）
で
は
、生
の
事
実

性
は
、
生
の
「
意
味
全
体
性S

in
n

gan
zh

eit

」（G
A

 60, 63
）
に
お
い
て
把
握
さ
れ
、

こ
れ
は
「
内
容
意
味G

eh
altssin

n

」「
関
係
意
味B

ezu
gssin

n

」「
遂
行
意
味

V
ollzu

gssin
n

」（G
A

 60, 63

）
の
三
つ
の
契
機
に
分
節
さ
れ
る
。「
内
容
意
味
」
は
、

「
経
験
に
お
い
て
経
験
さ
れ
る
根
源
的
な
〈
な
に

0

0W
as

〉」
と
い
う
内
容
の
意
味
で
あ

り
、「
関
係
意
味
」
は
「
そ
こ
に
お
い
て
〈
な
に
〉
が
経
験
さ
れ
る
根
源
的
な
〈
如
何

0

0

に0W
ie

〉」
と
い
う
関
係
の
意
味
で
あ
り
、「
遂
行
意
味
」
は
、「
そ
こ
に
お
い
て
関
係

意
味
が
遂
行
さ
れ
る
根
源
的
な
〈
如
何
に

0

0

0W
ie

〉」
と
い
う
遂
行
の
意
味
で
あ
る
（G

A
 

60, 63

）。
事
実
的
生
は
前
理
論
的
と
さ
れ
る
が
、
非
歴
史
的
、
前
歴
史
的
で
は
な
く
、

理
論
化
以
前
の
「
根
源
的
歴
史
」（G

A
 58, 148

）
の
な
か
に
生
ま
れ
、
そ
の
歴
史
を

さ
ら
に
紡
ぎ
な
が
ら
生
き
る
生
で
あ
る
。

さ
て
一
九
二
一
／
二
二
年
冬
学
期
講
義
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
現
象
学
的
解
釈

―
現
象
学
的
研
究
へ
の
導
入
』（G

A
 61

）
で
は
、
こ
う
し
た
事
実
的
生
の
動
詞
形

〈
生
き
るleben

〉
に
二
つ
の
動
（
詞
）
的
意
味
が
指
摘
さ
れ
る
。
一
つ
目
は
、「
自
動

詞
と
し
て
の
〈
生
き
るleben

〉」（G
A

 61, 82

）
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
通
常
の
用

法
か
ら
取
っ
て
く
る
そ
の
例
は
、〈
生
存
し
て
い
るam

 L
eben

 sein

〉、〈
誰
か
が
生

き
るjem

an
d lebt

〉、〈
彼
は
放
埓
に
闇
雲
に
生
き
るer lebt w

ü
st drau

flos

〉、

〈
彼
は
引
き
こ
も
っ
て
生
き
るer lebt zu

rü
ckgezogen

〉、〈
彼
は
半
分
だ
け
生
き

て
い
るer lebt n

u
r h

alb

〉、〈
ひ
と
は
そ
う
生
き
るm

an
 lebt so

〉
で
あ
る
（G

A
 

61, 82

）。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
こ
う
し
た
日
常
的
使
用
法
を
示
し
つ
つ
も
、
生
の
自
動

詞
性
を
生
の
本
質
的
な
動
的
性
格
と
し
て
説
明
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
生
き
る

leben

」
の
「
自
動
詞
的
‐
動
詞
的
意
味
」
は
、
孤
立
し
た
生
で
は
な
く
、「
何
か
あ

る
も
の
「
の
内
で
」
生
き
る
」、「
何
か
あ
る
も
の
「
か
らau

s

」
生
き
る
」、「
何
か

あ
る
も
の
「
の
た
め
に
」
生
き
る
」、「
何
か
あ
る
も
の
「
と
と
も
に
」
生
き
る
」、「
何

か
あ
る
も
の
「
に
対
し
て
」
生
き
る
」、「
何
か
あ
る
も
の
「
に
向
か
っ
て
」
生
き
る
」、

「
何
か
あ
る
も
の
「
か
らvon

」
生
き
る
」
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
「
何
か
あ
る
も
の
」

と
は
つ
ま
り
「
世
界

0

0

」（G
A

 61, 85

）
で
あ
る
。
自
動
詞
的
生
は
世
界
の
内
で
生
き
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
別
言
す
れ
ば
、「
振
舞
うsich

 verh
alten

」（G
A

 61, 52

）

こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
自
動
詞
的
（
非
他
動
詞
的
）
は
再
帰
的
と
も
い
え
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、「
他
動
詞
的
意
味
に
お
け
る
〈
生
き
るleben

〉」（G
A

 61, 82

）

と
い
う
生
の
二
つ
目
の
動
（
詞
）
的
意
味
が
指
摘
さ
れ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
通
常
の

用
法
か
ら
取
っ
て
く
る
そ
の
例
は
、〈
生
を
生
き
るdas L

eben
 leben

〉、〈
あ
れ
こ

れ
を
や
り
過
ご
すd

as u
n

d d
as d

u
rch

leben

〉、〈
年
を
過
ご
すd

ie Jah
re 

verleben

〉、〈
何
か
あ
る
も
の
を
体
験
す
るetw

as erleben

〉
な
ど
で
あ
る
（G

A
 

61, 82

）。
振
舞
い
が
世
界
に
お
け
る
生
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
こ
に
は
自
己
自
身
以
外

の
存
在
者
と
の
関
わ
り
が
本
質
的
に
含
意
さ
れ
て
い
る
。
生
が
世
界
の
内
に
あ
る
と

は
、
同
時
に
本
質
的
に
、
世
界
と
の
関
係
の
内
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
は
、
再
帰
動
詞
の
振
る
舞
う
（sich

 verh
alten

）
と
は
、
同
時
に
本
質
的
に
、

「
…
に
振
舞
うsich

 verh
alten

 zu
...

」、「
…
へ
の
関
係
に
立
つin

 B
ezieh

u
n

g 

steh
en

 zu
...

」、「
関
係
を
持
つB

ezieh
u

n
g h

aben

」
こ
と
で
あ
る
（G

A
 61, 52

）。
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見
て
の
通
り
、
こ
れ
ら
の
表
現
は
「zu

...

」
を
伴
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
自
動
詞
的
生
と
他
動
詞
的
生
は
別
の
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
ひ
と
つ
の
生

の
二
つ
の
側
面
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。「
世
界
の
内
で
」、「
世
界
か
ら
」、「
世
界

の
た
め
に
」、「
世
界
と
と
も
に
」、「
世
界
に
対
し
て
」
生
き
る
生
は
、本
質
的
に
「
自

動
詞
‐
他
動
詞
の
両
義
性
」（G

A
 61, 82

）
の
内
に
あ
る
。
再
帰
的
な
自
動
詞
的
生
の

再
帰
的
動
態
は
、
単
に
自
己
に
閉
じ
た
在
り
方
で
は
な
く
、
自
己
の
在
り
方
そ
の
も

の
が
、
本
質
的
に
自
己
と
世
界
（
他
者
や
事
物
）
の
あ
い
だ
を
行
き
来
す
る
循
環
的
な

動
態
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ま
ず
自
動
詞
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
世
界
に
出
て
い

く
の
で
は
な
く
、
自
己
と
は
世
界
と
の
関
わ
り
と
そ
こ
か
ら
の
自
己
へ
の
絶
え
ざ
る

再
帰
の
内
に
成
り
立
っ
て
い
る
。他
者
や
事
物
か
ら
な
る
世
界
を
体
験
す
る
こ
と
は
、

確
固
と
し
た
自
己
の
う
え
に
成
り
立
つ
の
で
は
な
く
、
世
界
の
体
験
が
自
己
を
形
成

し
、
同
時
に
そ
の
自
己
が
世
界
の
体
験
を
形
成
す
る
と
い
う
仕
方
で
循
環
す
る
。
こ

の
生
に
確
固
と
し
た
基
盤
は
な
く
、
そ
う
し
た
循
環
の
内
に
絶
え
ず
歴
史
的
な
変
遷

を
繰
り
返
す
。
生
は
循
環
の
な
か
で
絶
え
ず
歴
史
的
に
変
容
し
つ
づ
け
る
が
、
生
は

遂
行
的
に
そ
の
変
容
に
関
わ
る
主
体
的
な
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
た
そ
の
変
容
を

被
る
者
で
も
あ
る
。

一
‐
二　

事
フ
ァ
ク
ト
ゥ
ム

実
の
両
義
性

―
〈
為
さ
れ
た
こ
と
〉
と
〈
成
っ
た

こ
と
〉

最
初
期
ハ
イ
デ
ガ
ー
研
究
の
大
家
と
し
て
知
ら
れ
る
テ
オ
ド
ー
ル
・
キ
シ
ー
ル
は
、

生
の
事
実
性
概
念
に
含
ま
れ
る
大
略
つ
ぎ
の
よ
う
な
二
つ
の
意
味
を
指
摘
す
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
一
九
二
三
年
夏
学
期
講
義
で
、
ま
ずfactu

m

の

「
神
の
創
造
の
完
遂
さ
れ
た
行
為
」（K

isiel 1987, 119

）
か
ら
解
釈
し
た
。
つ
ま
り
神

の
創
造
の
完
了
形
と
し
て
の
〈
作
ら
れ
た
も
の
〉、〈
創
造
さ
れ
た
も
の
〉
と
い
う
意

味
で
のfactu

m

で
あ
る
。
こ
の「
神
学
的
に
理
解
さ
れ
たfactu

m

は
遡
行
可
能
で

あ
り
、
神
の
創
造
に
宇
宙
論
的
な
仕
方
で
基
づ
い
て
い
る
か
（
栄
光
の
神
学
）、
も
し

く
は
神
‐
人
の
恩
寵
の
内
に
救
済
史
的
な
か
た
ち
で
基
づ
い
て
い
る
」（K

isiel 1987, 

119

）。
つ
ぎ
に
こ
れ
に
加
え
て
、factu

m

に
、「
起
こ
っ
た
こ
とG

esch
eh

en
e[s]

」

や
「
出
来
事E

reign
is

」（K
isiel 1987, 119

）
と
い
う
第
二
の
意
味
を
指
摘
す
る
。
キ

シ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、こ
こ
に
は
ま
た
「
人
為M

en
sch

en
w

erke

（
ナ
サ
レ
タ
コ
トres 

gestae

）」（K
isiel 1987, 119

）
も
含
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
此
岸
の
事
実
は
、
遡

行
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
根
拠
は
根
本
的
に
は
究
め
難
い
」（K

isiel 1987, 119

）
と

述
べ
る
。
キ
シ
ー
ル
は
、
神
の
〈
作
る
こ
と
〉
と
〈
作
ら
れ
た
も
の
〉
と
い
う
能
動

受
動
的
な
最
初
の
神
学
的
意
味
を
排
除
し
、
人
間
が
歴
史
的
に
〈
為
す
こ
と
〉
に
対

応
す
る
〈
為
さ
れ
た
こ
と
〉
な
い
し
自
動
詞
的
（
非
他
動
詞
的
）
な
出
来
事
と
し
て
の

〈
成
っ
た
こ
と
〉と
い
う
第
二
の
意
味
か
ら
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
事
実
性
を
説
明
す
る
。
そ

の
場
合
、
事
実
性
は
人
間
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
こ
と
と
し
て
の
歴
史
的
出
来
事
を
意

味
す
る
。
こ
こ
で
キ
シ
ー
ル
が
指
摘
す
る
事
実
性
の
意
味
は
、
す
で
に
見
た
自
動
詞

性
と
他
動
詞
性
か
ら
な
る
循
環
的
な
生
の
あ
り
方
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
指
摘
さ
れ
るfactu

m

の
二
つ
の
意
味
の
背
景
に
つ
い
て
キ
シ
ー
ル
は
そ

れ
以
上
具
体
的
に
述
べ
て
い
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
噛
み
砕

き
、
も
う
ひ
と
つ
別
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

factu
m

は
、
も
と
は
動
詞facere

（
作
る
）
の
完
了
分
詞
の
中
性
形
を
名
詞
化
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
に
は
神
の
創
造
の
「
完
遂
さ
れ
た
行
為
」、
つ
ま

り
作
ら
れ
た
こ
と
／
も
の
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
が
、
キ
シ
ー
ル
の
最
初

に
指
摘
し
た
神
学
的
意
味
で
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、facere

は
、
そ
の
完
了
形
を
別
の
動
詞
で
あ
るfieri

に
貸
し
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ラ
テ
ン
語
辞
典
に
よ
れ
ば
、
両
動
詞
の
貸
借
関
係
は

つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「〔fieri

の
〕
完
了
形
時
称
に
は
、facio

〔facere

〕

「
作
る
、
…
に
す
る
」
の
受
動
相
を
用
い
、
固
有
の
形
は
な
い
、
そ
し
てfio

〔fieri

〕

の
現
在
、
未
完
了
過
去
は
、facio

〔facere

〕
の
受
動
相
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
」

（K
u

n
ih

ara 2016, 932
）。
よ
っ
て
、fieri

の
完
了
形
に
はfacere

の
受
動
態
の
完
了
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形
が
使
わ
れ
、fieri

の
現
在
・
未
完
了
過
去
はfacere

の
受
動
態
と
し
て
使
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
完
了
分
詞
中
性
形factu

m

は
、facere

に
由
来
し
、〈
作
ら
れ
た
も
の
〉

を
意
味
す
る
が
、
同
時
にfieri

の
完
了
分
詞
中
性
形
の
名
詞
化
と
し
て
も
使
用
さ

れ
、
こ
の
場
合
〈
生
ま
れ
た
も
の
〉〈
生
じ
た
も
の
〉〈
起
こ
っ
た
も
の
〉
な
ど
を
意

味
す
る
。
語
源
学
的
に
は
、facere

が
〈
置
く
〉〈
立
て
る
〉
な
ど
を
意
味
す
る
印
欧

祖
語
の
語
根
〈d

h
e-

〉
に
由
来
し
、〈
作
る
〉〈
す
る
〉
な
ど
を
意
味
す
る
一
方
で
、

fieri

は
ギ
リ
シ
ア
語
の
ピ
ュ
シ
ス
（φύσις

）
や
英
語
のbe

動
詞
、
ド
イ
ツ
語
のbin

な
ど
と
同
様
に
語
根
〈bh

u
-

〉
に
由
来
し②
、〈
起
こ
る
〉〈
生
ま
れ
る
〉〈
な
る
〉
な
ど

を
意
味
す
る
。
キ
シ
ー
ル
が
指
摘
す
る
「
起
こ
っ
た
こ
と
」
や
「
出
来
事
」
と
い
う

factu
m

の
第
二
の
意
味
は
、fieri

に
由
来
す
る
。
キ
シ
ー
ル
が
同
じ
第
二
の
意
味
に

含
め
る
「
人
為
」
や
「
ナ
サ
レ
タ
コ
ト
」
は
む
し
ろfacere

の
非
神
学
的
、
世
俗
的

意
味
に
由
来
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

事フ
ァ
ク
ト
ゥ
ム

実
に
は
、こ
の
〈
作
ら
れ
た
も
の
／
こ
と
〉
と
自
然
と
〈
生
ま
れ
た
も
の
／
こ

と
〉
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
意
味
こ
そ
、
事

フ
ァ
ク
ト
ゥ
ム

実
の
本

来
の
両
義
性
で
あ
る③
。
キ
シ
ー
ル
が
、「
ナ
サ
レ
タ
コ
ト
」
と
「
起
こ
っ
た
こ
と
」
を

ひ
と
つ
に
意
味
に
ま
と
め
る
と
き
、
彼
はfacere

とfieri

の
両
義
性
を
十
分
に
認

識
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
こ
こ
で
は
、
キ
シ
ー
ル
の
指
摘
し
た
第
二
の

意
味
に
含
ま
れ
る
曖
昧
さ
を
、facere

とfieri

の
両
義
性
と
し
て
明
確
化
で
き
る
。

つ
ま
り
、
一
方
で
はfacere

系
の
語
義
と
し
て
人
間
が
〈
為
す
こ
と
〉
が
あ
る
。
キ

シ
ー
ル
が
そ
れ
に
対
応
さ
せ
る
の
は
「
ナ
サ
レ
タ
コ
ト
」
だ
が
、
彼
の
説
明
の
曖
昧

さ
は
、
こ
の
「
ナ
サ
レ
タ
コ
ト
」
をfacere

の
単
な
る
受
動
態
と
し
て
で
は
な
く
、

む
し
ろ
自
動
詞
的
（
非
他
動
詞
的
）
な
歴
史
的
出
来
事
と
し
てfieri

的
に
理
解
す
べ

き
こ
と
を
そ
れ
と
自
覚
す
る
こ
と
な
く
提
案
す
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
す
る
と
、

こ
こ
に
あ
る
の
は
、facere

の
他
動
詞
的
な
〈
為
さ
れ
た
こ
と
〉
とfieri

の
自
動
詞

的
な
〈
成
っ
た
こ
と
〉
の
両
義
性
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る④
。
後
者
の
含
意
が
示
唆
す

る
の
は
、
単
に
人
間
の
為
し
た
こ
と
と
し
て
の
出
来
事
、
つ
ま
り
為
す
こ
と
と
為
さ

れ
た
こ
と
と
の
相
関
関
係
に
は
回
収
さ
れ
な
い
働
き
で
あ
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
と
い
え
ば
議
論
の
神
学
的
性
格
を
脱
色
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
説
明
も

な
く
生
の
事
実
性
へ
接
続
す
る
の
み
で
、
上
述
の
よ
う
なfactu

m

の
語
誌
に
言
及

す
る
こ
と
は
な
い⑤
。
と
は
い
え
、
彼
は
も
っ
ぱ
ら
〈
作
ら
れ
た
こ
と
〉（facere

の
受

動
態
）
か
ら
事
実
性
を
理
解
し
て
、
キ
シ
ー
ル
が
指
摘
し
た
よ
う
な
ナ
サ
レ
タ
コ
ト

と
し
て
の
歴
史
的
出
来
事
の
み
を
見
て
い
た
の
で
は
な
い
。
彼
の
テ
ク
ス
ト
を
よ
く

見
れ
ば
、factu

m

がfieri

と
の
連
関
で
解
釈
さ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。

御
目
の
前
で
、
私
は
私
自
身
に
と
っ
て
謎
と
な
り
ま
し
た
（in

 cu
iu

s ocu
lis 

qu
aestio m

ih
i factu

s su
m

）。（『
告
白
』
一
〇
巻
、
三
三
章
）⑥

一
九
二
一
年
夏
学
期
講
義『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
』（G

A
 60, 160-

299

）
で
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
こ
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
『
告
白
』
の
一
節
か
ら

「
御
目
の
前
で
」
を
取
り
除
い
て
引
用
す
る
。factu

s su
m

の
意
味
は
、〈
私
は
（
謎

と
し
て
）
作
ら
れ
ま
し
た

0

0

0

0

0

0

〉
で
は
な
く
、〈
私
は
（
謎
に
）
な
り
ま
し
た

0

0

0

0

0

〉
で
あ
る
。
こ

のfactu
s

はfacere

で
は
な
く
、fieri

の
完
了
形
で
あ
る
。
実
際
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、

「
私
は
私
自
身
に
と
っ
て
謎
と
な
り
ま
し
たqu

aestio m
ih

i factu
s su

m

」（G
A

 60, 

246

）
を
、「〔
自
己
・
生
と
い
う
〕
謎
が
そ
れ
自
身
に
生
起
す
る
こ
とQ

u
aestion

em
 

fieri sibi

」（G
A

 60, 245

）
と
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
す
る
。「
謎
が
そ
れ
自
身
に
生
起
す
る

こ
とQ

u
aestion

em
 fieri sibi

」
と
は
、「
目
立
た
な
い
仕
方
で
己
を
問
い
質
す
こ

とS
ich

-B
efragen

」（G
A

 60, 245

）、
誰
に
と
も
な
く
問
い
質
さ
れ
る
こ
と
、
あ
る

い
は
問
い
（
謎
）
と
し
て
浮
か
び
あ
が
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
自
己
自
身
へ
の
関
わ

り
は
、「
生
が
お
の
れ
を
持
す
る
こ
とS

ich
h

aben

」（G
A

 60, 246

）
と
い
い
換
え
ら

れ
る
。「
お
の
れ
自
身
を
持
す
る
」
と
は
、
別
言
す
れ
ば
、「
自
己
自
身
の
存
在

0

0

を
気

づ
か
う
こ
と
」（G

A
 60, 246

）
で
あ
る
。「
自
己
は
、
そ
の
自
己
配
慮
に
お
い
て

―

そ
の
最
も
固
有
な
存
在
の
〈
い
か
に
〉
に
お
い
て

―
脱
落
〔『
存
在
と
時
間
』
に
お
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け
る
「
頽
落
」
に
あ
た
る
〕
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
可
能
性
と
、
同
時
に
ま
た
、
み
ず
か

ら
を
獲
得
す
る
「
機
会
」
を
形
成
す
る
」（G

A
 60, 245

）。
こ
の
自
己
関
係
は
、
先
に

見
た
〈
生
き
る
〉
の
〈
振
舞
うsich

 verh
alten

〉
と
い
う
自
動
詞
的
動
態
で
あ
る
。

こ
の
自
動
詞
的
動
態
は
中
動
態
と
も
把
握
さ
れ
る
。「
生
の
根
本
特
徴
は
気
づ
か
う

0

0

0

0

こ
と

0

0cu
rare

（
配
慮
さ
れ
て
あ
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
善
と
悪
の
方
へ
向
か
う
中

動
態vox m

edia
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
真
な
る
配
慮
と
真
な
ら
ざ
る

配
慮
（
後
者
＝
「
多
忙
さ
」）
が
あ
る
」（G

A
 60, 271

）。
自
己
の
事
実
的
生
が
〈
い
か

に
〉
あ
り
う
る
か
と
い
う
根
本
的
な
可
能
性
は
、
自
分
自
身
が
善
に
向
か
う
か
、
悪

に
向
か
う
か
と
い
う
自
己
に
対
す
る
気
づ
か
い
に
あ
る
。
こ
れ
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ

ス
の
文
脈
で
は
、
神
に
向
か
う
か
、
世
俗
的
営
み
に
向
か
う
か
の
区
別
だ
と
い
え
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
自
己
が
自
己
自
身
を
正
面
か
ら
引
き
受
け
る
か
、
そ
れ
と
も
そ
の

自
己
に
直
面
せ
ず
に
そ
こ
か
ら
事
物
と
の
関
わ
り
に
向
か
う
か
と
い
う
選
択
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
自
動
詞
的
な
生
か
ら
の
他
者
・
事
物
へ
の
他
動
詞
的

な
関
わ
り
が
あ
り
、
同
時
に
、
そ
の
外
か
ら
自
動
詞
的
な
生
へ
の
再
帰
が
あ
る
。
こ

の
自
動
詞
的
‐
他
動
詞
的
な
循
環
が
自
己
関
係
的
な
構
造
を
か
た
ち
づ
く
る
。だ
が
、

事
実
性
の
底
に
は
、
こ
の
自
己
が
他
動
詞
的
な
他
者
・
事
物
へ
の
関
わ
り
へ
と
向
か

う
根
源
的
な
動
機
と
し
て
、
不
安
の
よ
う
な
「
情
感
性A

ffektion

」（G
A

 20, 403

）

が
本
質
的
契
機
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
根
源
的
な
受
動
性
は
、
生
の
自
動

詞
性
・
再
帰
性
に
も
他
動
詞
性
に
も
適
切
な
位
置
づ
け
を
持
た
な
い
。
そ
れ
は
自
動

詞
的
‐
他
動
詞
的
な
循
環
に
適
切
に
回
収
さ
れ
な
い
事
態
・
次
元
を
示
唆
す
る
。

一
‐
三　

現
存
在
の
事
実
性

『
存
在
と
時
間
』
の
公
刊
と
同
じ
一
九
二
七
年
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
「
ブ
リ
タ
ニ
カ
草

稿
」
の
共
同
執
筆
に
あ
た
っ
て
フ
ッ
サ
ー
ル
に
対
し
て
書
き
送
っ
た
意
見
書
（
添
付
文

書
I
・
II
）
に
よ
れ
ば
、
世
界
な
い
し
存
在
者
の
超
越
論
的
構
成
に
関
し
て
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
と
同
様
の
存
在
者
に
遡
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
点

で
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
同
意
す
る⑦
。
だ
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
と
っ
て
存

在
な
い
し
「
世
界
」
が
構
成
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
れ
を
構
成
す
る
超
越
論
的
主
観
は

お
よ
そ
存
在
者
で
は
な
い
の
に
対
し
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
強
調
す
る
の
は
、
世
界
を

構
成
す
る
「
超
越
論
的
な
も
の
の
場
所
を
な
す
の
は
お
よ
そ
存
在
者
で
は
な
い
、
と

い
う
こ
と
は
な
い
」（H

u
a IX

, 601

）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
構
成
す
る
も
の
は
、無

N
ich

ts

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
な
に
か
で
あ
り
、

―
措
定
的
な
も
のdas 

P
ositive

と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
な
い
に
も
関
わ
ら
ず

―
存
在
し
て
い
ま
す
」

（H
u

a IX
, 602

）。
そ
れ
が
無
で
は
な
く
存
在
す
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
「
構
成

す
る
も
の
そ
れ
自
身
の
存
在
の
仕
方
を
問
う
こ
と
」（H

u
a IX

, 602

）
は
不
可
避
で
あ

り
、
そ
の
場
合
に
問
題
と
な
る
の
は
「
事
実
的
な
自
己S

elbst

の
実
存
」（H

u
a IX

, 

601

）
と
な
る
。

最
初
期
に
は
生
の
根
源
的
な
領
域
全
体
が
事
実
性
と
呼
ば
れ
た
の
に
対
し
て
、『
存

在
と
時
間
』
に
お
け
る
事
実
性
は
、
投
企
に
対
す
る
被
投
性
で
あ
る
。
被
投
性
の
意

味
は
、現
存
在
の
三
つ
の
非
性
に
よ
っ
て
分
節
化
さ
れ
る
。（
1
）
現
存
在
は
自
分
で

自
分
を
現
に
も
た
ら
し
た
わ
け
で
は
な
い
。（
2
）現
存
在
は
そ
の
つ
ど
あ
る
特
定
の

可
能
性
を
選
択
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
他
の
可
能
性
を
放
棄
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

（
3
）
現
存
在
は
さ
し
あ
た
り
本
来
的
で
は
な
い
（G

A
 2, 377 f.

）。
こ
の
三
つ
の
非
性

は
い
ず
れ
も
現
存
在
の
有
限
性
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ラ
ン
ト
グ
レ
ー
ベ

に
よ
れ
ば
、
こ
の
事
実
性
は
現
存
在
の
端
的
な
限
界
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、「
ま0

ず
も
っ
て
前
反
省
的
に
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
こ
の
限
界
は
認
識
の
限
界
と
し
て
は
経
験
さ
れ
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

そ
う
で
は
な
く
む
し
ろ
み
ず
か
ら
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〈
で
き
る

0

0

0K
ön

n
en

〉
の
限
界
と
し
て
経
験
さ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

れ
る

0

0

」（L
an

dgrebe 1976, 187

）
と
述
べ
る
。
現
存
在
の
事
実
性
は
、
そ
の
「
存
在

可
能S

ein
k

ön
n

en

」
の
限
界
と
し
て
、
典
型
的
に
は
死
の
よ
う
に
「
現
存
在
が
絶

対
的
に
は
支
配
で
き
な
い
も
の
」（L

an
dgrebe 1976, 187

）と
し
て
経
験
さ
れ
る
。
現

存
在
は
事
実
性
を
絶
対
的
に
は
支
配
で
き
な
い
が
、
一
定
程
度
選
択
的
に
投
企
す
る

こ
と
は
で
き
る
。
被
投
的
な
事
実
性
は
、
あ
く
ま
で
存
在
可
能
の
投
企
と
一
体
的
で
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あ
り
、
投
企
は
被
投
的
で
あ
る
。
世
界
に
お
け
る
実
存
の
事
実
性
も
、
あ
く
ま
で
現

存
在
自
身
の
投
企
と
の
相
関
性
に
あ
る
と
い
う
点
で
は
、
事
物
の
事
実
性

（T
atsäch

lich
k

eit

）
と
同
様
で
あ
る
。
現
存
在
の
存
在
は
、
現
存
在
自
身
が
措
定
し

た
の
で
は
な
い
と
は
い
え
、
存
在
可
能
の
投
企
と
の
相
関
性
な
い
し
循
環
関
係
に
あ

る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
循
環
は
そ
の
事
実
性
の
根
底
に
受
動
的
契
機
を

持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
循
環
そ
の
も
の
が
前
提
す
る
が
、
循
環
に
は
入
っ
て
こ

な
い
。
被
投
性
や
非
性
と
い
う
の
は
、
こ
の
受
動
性
を
現
存
在
の
無
力
と
し
て
い
い

表
し
た
も
の
と
い
え
る
が
、
そ
れ
は
、
結
局
は
も
っ
ぱ
ら
現
存
在
の
非
力
さ
、
遡
行

不
可
能
性
に
つ
い
て
消
極
的
に
語
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
自
動
詞
的
生
の
根
底
に

あ
り
、
受
動
性
と
し
て
経
験
さ
れ
る
も
の
を
積
極
的
に
は
記
述
し
て
い
な
い
。

二
節　

初
期
思
索
圏
に
お
け
る
自
然
の
事
実
性
と
そ
の
限
界

そ
こ
で
つ
ぎ
に
自
然
の
問
題
を
見
て
い
く
。
か
つ
て
カ
ー
ル
・
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
は
、

『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
生
き
た
自
然
の
欠
落
を
指
摘
し
た⑧
。
こ
の
指
摘
は
、手
元

存
在
・
有
意
義
性
・
適
所
性
を
基
本
に
置
い
た
自
然
理
解
の
一
面
性
を
指
摘
す
る
も

の
と
し
て
正
鵠
を
射
た
も
の
と
い
え
る
。
問
題
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
自
然
理
解
が
そ

こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
で
あ
る
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

本
節
で
は
、
ま
ず
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
自
然
概
念
か
ら
始
め
て
、
つ
ぎ
に
形

而
上
学
的
自
然
概
念
を
概
観
す
る
。

二
‐
一　

領
域
的
自
然

『
存
在
と
時
間
』
で
は
、「
存
在
の
意
味S

in
n

 von
 S

ein

」
へ
の
問
い
が
立
て
ら

れ
る
。
そ
こ
で
は
存
在
と
存
在
者
、
存
在
論
的
な
も
の
と
存
在
的
な
も
の
と
い
う
区

別
が
設
け
ら
れ
、
存
在
者
の
存
在
は
、
時
間
性
と
い
う
超
越
論
的
次
元
に
基
づ
け
ら

れ
る
。
ま
ず
も
っ
て
現
存
在
の
「
そ
の
た
め
にW

oru
m

w
illen

」⑨

を
中
心
と
す
る
有

意
義
性
（B

edeu
tsam

keit

）
に
手
元
存
在
（Z

u
h

an
den

sein

）⑩

が
基
づ
く
。
現
存
在

は
、
そ
の
都
度
の
存
在
的
な
使
用
の
以
前
の
「
ア
プ
リ
オ
リ
な
」
存
在
論
的
次
元
に

お
い
て
、手
元
存
在
を
す
で
に
予
め
「「
存
在
」
さ
せ
て
い
る»sein

« lassen

」（G
A

 

2, 113

）。
こ
の
存
在
さ
せ
る
働
き
は
、
特
定
の
使
用
や
注
意
で
は
な
く
、
手
元
存
在

を
「
適
所
性
に
向
け
て
開
放
し
つ
つfreigeben

de

、そ
の
都
度
す
で
に
適
所
を
得
さ

せ
る
こ
とJe-sch

on
-h

aben
-bew

en
den

lassen

」（G
A

 2, 114

）、
あ
る
い
は
「
内

世
界
的
な
手
元
性
に
向
け
て
存
在
者
を
予
め
の
開
放
す
る
こ
とF

reigabe

」（G
A

 2, 

114

）
と
し
て
、
具
体
的
な
使
用
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
前
提
に
基
づ
い
て
、

手
元
存
在
が
そ
の
都
度
具
体
的
に
使
用
さ
れ
る
が
、
こ
こ
か
ら
毀
損
な
ど
を
き
っ
か

け
に
手
前
存
在
（V

orh
an

den
sein

）
が
派
生
す
る⑪
。

こ
の
内
の
主
に
手
元
存
在
と
そ
の
場
所
た
る
環
境
世
界
を
論
じ
る
第
一
五
節
「
環

境
世
界
の
な
か
で
出
会
わ
れ
る
存
在
者
の
存
在
」
の
な
か
で
、
自
然
科
学
の
対
象
と

し
て
の
自
然
と
は
ま
た
別
の
意
味
で
の
自
然
の
ふ
た
つ
の
様
態
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ

の
自
然
と
は
、
例
え
ば
、「
植
林
区
」
と
し
て
の
「
森
」
で
あ
り
、「
採
石
場
」
と
し

て
の
「
山
」
で
あ
り
、「
水
力
」
と
し
て
の
「
河
川
」
で
あ
り
、
帆
が
孕
む
も
の
と
し

て
の
「
風
」
で
あ
る
（G

A
 2, 95

）。「
脱
隠
蔽
化
さ
れ
た
環
境
世
界
と
と
も
に
、
そ
の

よ
う
に
脱
隠
蔽
化
さ
れ
た
「
自
然
」
に
出
会
う
」（G

A
 2, 95

）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境
世
界
の
有
意
義
性
の
網
の
目
に
取
り
込
ま
れ
た
自
然
が
、
現
存
在

の
最
初
に
出
会
う
自
然
と
さ
れ
る⑫
。
つ
ぎ
に
、
上
記
の
自
然
よ
り
も
さ
ら
に
隠
さ
れ

た
「「
活
動
し
励
起
し
」、
私
た
ち
に
襲
い
掛
か
り
、
あ
る
い
は
風
景
と
し
て
虜
に
す

る
も
の
と
し
て
の
自
然
」（G

A
 2, 95

）
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
れ
は
道
具
の
材
料
や
動

力
源
で
も
自
然
科
学
者
の
対
象
で
も
な
い
、「
ラ
イ
ン
河
の
端
に
咲
く
花
々
」
や
「
谷

あ
い
の
泉
」（G

A
 2, 95

）
と
い
う
意
味
で
の
自
然
で
あ
る
。
だ
が
、
現
存
在
の
世
界

へ
の
被
投
性
か
ら
出
発
す
る
問
題
設
定
に
お
い
て
は
、
こ
の
意
味
で
の
自
然
は
、「
可

能
的
な
内
世
界
的
存
在
者
の
存
在
の
ひ
と
つ
の
極
限
的
事
例G

ren
zfall

」（G
A

 2, 

88

）
で
あ
り
、「
世
界
の
脱
世
界
化
」（G

A
 2, 88

）
を
通
し
て
有
意
義
性
が
脱
色
さ
れ
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る
仕
方
で
示
さ
れ
る
歴
史
な
ど
に
対
立
的
な
領
域
的
自
然
で
あ
る
。

要
す
る
に
、『
存
在
と
時
間
』
に
は
、（
1
）
手
元
存
在
と
し
て
の
自
然
と
（
2
）

手
前
存
在
と
し
て
の
対
象
的
・
理
論
的
自
然
、（
3
）
脱
世
界
化
に
よ
っ
て
世
界
性
の

極
限
に
現
れ
る
自
然
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
自
然
は
、
あ
く
ま
で
手
元
存
在
と
い
う
存

在
性
格
を
有
す
る
存
在
者
と
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
物
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
内
世
界
性

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
領
域
的
自
然
だ
と
い
え
る
。

二
‐
二　

形
而
上
学
的
自
然
の
事
実
性

一
九
二
七
年
夏
学
期
講
義
『
現
象
学
の
根
本
諸
問
題
』（G

A
 24

）
で
は
、『
存
在
と

時
間
』
の
枠
組
み
を
踏
み
越
え
て
、「
最
広
義
に
お
け
る
自
然
」（G

A
 24, 307

）、「
最0

広
義
に
お
け
る
手
前
存
在

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（G
A

 24, 429
）が
課
題
と
し
て
呈
示
さ
れ
る
。
一
九
二
七

／
二
八
年
の
冬
学
期
講
義
『
カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
現
象
学
的
解
釈
』（G

A
 

25

）
を
経
た
一
九
二
八
年
夏
学
期
講
義
『
論
理
学
の
形
而
上
学
的
始
原
諸
根
拠

―

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
か
ら
出
発
し
て
』（G

A
 26

）
で
は
、
現
存
在
の
事
実
性
と
最
広
義
の

自
然
の
関
係
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

も
っ
ぱ
ら
す
で
に
ま
さ
に
存
在
者
が
現
の
内
に
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み

存
在
は
与
え
ら
れ
る
の
で
、
基
礎
存
在
論
の
内
に
は
、
根
源
的
な
形
而
上
学
的

変
容
へ
の
傾
向
が
潜
ん
で
お
り
、
こ
の
変
容
は
、
存
在
が
そ
の
問
題
性
全
体
に

お
い
て
理
解
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
。
存
在
論
が
そ
こ
か

ら
発
し
た
と
こ
ろ
に
打
ち
返
す
こ
と
の
内
的
必
然
性
は
、〈「
人
間
」
と
い
う
存

在
者
が
存
在
を
了
解
す
る
〉
と
い
う
人
間
的
実
存
の
原
現
象
に
お
い
て
明
確
に

で
き
る
。
存
在
の
了
解
の
内
に
は
、
同
時
に
存
在
と
存
在
者
の
区
別
の
遂
行
が

存
す
る
。
存
在
を
与
え
ら
れ
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
現
存
在
が
存
在
を
了
解
す
る

場
合
で
あ
る
。
別
の
言
葉
で
い
え
ば
、
存
在
が
了
解
の
内
に
与
え
ら
れ
る
可
能

性
は
、
現
存
在
の
事
実
的
実
存
を
前
提
し
、
さ
ら
に
ま
た
こ
の
事
実
的
実
存
は

自
然
の
事
実
的
手
前
存
在
を
前
提
す
る
。
存
在
者
の
可
能
な
総
体
が
す
で
に
現

に
あ
る
場
合
だ
け
、
ま
さ
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
立
て
ら
れ
た
存
在
問
題
の
地
平
の

な
か
で
す
べ
て
が
目
に
見
え
、
そ
し
て
存
在
と
し
て
了
解
さ
れ
う
る
こ
と
が
示

さ
れ
る
。（G

A
 26, 199

）

こ
の
箇
所
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
現
存
在
と
自
然
と
の
関
係
で
あ

る
。
存
在
了
解
の
前
提
は
、
現
存
在
が
事
実
的
に
実
存
し
て
い
る
と
い
う
事
実
性
で

あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
現
存
在
の
実
存
は
、
さ
ら
に
「
自
然
の
事
実
的
手
前

存
在
」、つ
ま
り
手
元
存
在
と
狭
義
の
手
前
存
在
の
区
別
以
前
の
最
広
義
の
自
然
の
事

実
性
を
前
提
し
て
い
る
。
現
存
在
が
世
界
へ
向
け
て
こ
の
自
然
な
い
し
全
体
と
し
て

の
存
在
者
を
超
越
す
る
了
解
の
働
き
に
よ
っ
て
初
め
て
、
存
在
と
存
在
者
の
区
別
、

す
な
わ
ち
存
在
論
的
差
異
が
形
成
さ
れ
る
。
超
越
に
お
い
て
現
存
在
は
、
自
身
も
含

む
全
体
と
し
て
の
存
在
者
の
事
実
性
へ
の
関
わ
り
を
獲
得
す
る
。
超
越
に
お
い
て
、

現
存
在
が
「
ま
ず
も
っ
て
存
在
者
に
対
し
て
振
る
舞
うsich

 [...] zu
 S

eien
d

em
 

verh
alten

」（G
A

 26, 211

）
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
だ
が
現
存
在
は
超
越
に
お
い
て
、

全
体
と
し
て
の
存
在
者
の
背
後
に
遡
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
こ
の
存
在
者

の
事
実
性
と
そ
れ
に
対
す
る
形
而
上
学
的
な
無
力
を
そ
れ
と
し
て
経
験
す
る
だ
け
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
存
在
了
解
の
前
提
た
る
最
広
義
の
自
然
も
、
現
存
在
の
超
越
と
い

う
形
而
上
学
的
な
振
る
舞
い
の
相
関
者
に
留
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
一
九
二
九
年
の
『
形
而
上
学
と
は
何
か
？
』（G

A
 9, 103-122

）
で

は
、
現
存
在
の
超
越
は
、
無
（N

ich
ts

）
へ
向
け
て
全
体
と
し
て
の
存
在
者
を
乗
り
越

え
る
こ
と
と
し
て
深
化
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
こ
の
超
越
に
よ
っ
て
、「
人
間
的
現
存
在

は
た
だ
存
在
者
に
対
し
て
振
る
舞
うsich

 [...] zu
 S

eien
dem

 verh
alten

こ
と
が

で
き
る
」（G

A
 9, 121

）
点
に
変
わ
り
は
な
い
。
よ
っ
て
、
そ
の
事
実
性
は
、
あ
く
ま

で
現
存
在
の
超
越
を
含
む
広
義
の
〈
為
す
こ
と
〉⑬

と
の
相
関
性
の
内
に
見
出
さ
れ
る
。

こ
の
点
で
い
え
ば
最
初
期
以
来
の
自
動
詞
性
と
他
動
詞
性
の
循
環
構
造
の
う
ち
に
留
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ま
っ
て
い
る
。

た
だ
重
要
な
点
は
、超
越
の
向
か
う
先
で
あ
る「
無N

ich
ts

」の「
無
化N

ich
ten

」

が
、
そ
の
「
拒
絶
的
な
指
示
」
に
よ
っ
て
、
無
に
対
す
る
「
端
的
な
他
者
」
と
い
う

意
味
に
お
い
て
全
体
と
し
て
の
存
在
者
の
事
実
性
を
露
に
す
る
と
さ
れ
る
点
で
あ
る

（G
A

 9, 114

）。「
不
安
の
無
の
明
る
い
夜
」
と
い
う
「
根
源
的
開
性
」
に
お
い
て
は
じ

め
て
、「
そ
れ
は
存
在
す
る
も
の
で
あ
る

―
そ
し
て
無
で
は
な
い
」
と
い
う
全
体
と

し
て
の
存
在
者
の
事
実
性
が
示
さ
れ
る
（G

A
 9, 114

）。
こ
こ
で
「
無
そ
の
も
の
が
無

化
す
る
（D

as N
ich

ts selbst n
ich

tet

）」（G
A

 9, 114

）
と
言
わ
れ
る
。
無
化
は
人
間

が
〈
為
す
こ
と
〉
で
は
な
い
。
一
九
四
六
年
の
『
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
書
簡
』
に
よ
れ

ば
、「
無
化
は
存
在
そ
の
も
の
の
内
で
現
成
す
る
」
の
で
あ
っ
て
、「
エ
ゴ
・
コ
ギ
ト

の
主
観
性
」
と
し
て
の
現
存
在
が
無
化
す
る
の
で
は
な
い
（G

A
 9, 360

）。
む
し
ろ
無

は
、「
存
在
そ
の
も
の
」
の
本
質
的
な
有
限
性
を
示
し
て
い
る
（G

A
 9, 120

）⑭
。
後
年

の
テ
ク
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
存
在
の
有
限
性
は
無
限
と
の
関
係
か
ら
で
は
な
く
、
有
限

性
そ
れ
自
身
か
ら
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、端
的
に
い
え
ば
存
在
自
身
が
そ
の「
固

有
な
も
の
の
内
に
隠
れ
て
い
る
こ
と
」（G

A
 14, 64

）
で
あ
る
。
無
化
は
、
全
体
と
し

て
の
存
在
者
を
否
定
・
消
去
す
る
の
で
は
な
く
、
存
在
者
か
ら
は
退
去
す
る
（
隠
れ

る
）
こ
と
で
、こ
れ
に
対
す
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
な
し
、〈
な
に
も
な
い
の
で
は
な
く
、

あ
る
〉と
い
う
事
実
性
の
前
に
現
存
在
を
も
た
ら
す
。
こ
の
事
実
性
を
も
た
ら
す
無
・

存
在
そ
の
も
の
は
、〈
成
っ
た
こ
と
〉
と
し
て
の
事
実
性
で
は
な
い
。
つ
ま
り
そ
も
そ

も
事
実
性
と
は
呼
び
難
い
。
無
・
無
化
は
、
現
存
在
の
根
源
的
な
行
為
の
相
関
者
で

は
な
い
。
こ
こ
で
、
事
実
性
概
念
そ
の
も
の
の
限
界
が
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
『
存
在

と
時
間
』以
後
の
広
義
の
自
然
と
し
て
の
全
体
と
し
て
の
存
在
者
に
関
す
る
究
明
は
、

現
存
在
の
〈
為
す
〉
と
〈
成
る
〉
の
循
環
を
脱
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
循
環
に
回
収

さ
れ
な
い
存
在
そ
の
も
の
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
こ
れ
を
よ
り
根
源
的
な
自

然
の
〈
生な

る
〉
な
い
し
〈
生な

す
〉
働
き
と
し
て
追
及
し
た
い
。

三
節　

中
期
に
お
け
る
自
然
の
動
（
詞
）
的
意
味

そ
こ
で
最
後
に
、ハ
イ
デ
ガ
ー
の
中
期
思
想⑮
に
お
け
る
自
然
の
記
述
を
確
認
す
る⑯
。

こ
こ
で
は
、
事
実
性
の
術
語
が
姿
を
現
さ
な
く
な
っ
た
一
九
三
一
年
夏
学
期
講
義
以

降⑰
の
、全
体
と
し
て
の
存
在
者
の
意
味
で
の
ピ
ュ
シ
ス
（
自
然
）
概
念
の
表
立
っ
た
記

述
が
見
ら
れ
る
、
一
九
三
二
年
の
夏
学
期
講
義
『
夕
べ
の
国
の
哲
学
の
原
初

―
ア

ナ
ク
シ
マ
ン
ド
ロ
ス
と
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
解
釈
』（G

A
 35

）
を
取
り
上
げ
る
。

三
‐
一　

ア
ナ
ク
シ
マ
ン
ド
ロ
ス
の
断
片

　

ア
ナ
ク
シ
マ
ン
ド
ロ
ス
断
片
Ｂ
一

ἐξ ὧν δὲ ἡ γένεσις ἐστι τοῖς οὖσι καὶ τὴν φθορὰν είς ταῦτα γίνεσθαι κατὰ 

τὸ χρεών
. διδόναι γὰρ αὐτὰ δίκην καὶ τίσιν ἀλλήλοις τῆς ἀδικίας κατὰ τὴν 

τοῦ χρόνου τάξιν.

（G
A

 35, 2

）⑱

こ
の
断
片
の
当
該
箇
所
の
日
下
部
吉
信
の
訳
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

ア
ナ
ク
シ
マ
ン
ド
ロ
ス
断
片
Ｂ
一

諸
存
在
に
と
っ
て
生
成
が
そ
れ
か
ら
で
あ
る
そ
の
も
の
へ
と
消
滅
も
ま
た
必
然

に
し
た
が
っ
て
な
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、そ
れ
ら
は
時
の
秩
序
に
し
た
が
っ
て
、

ま
た
相
互
に
不
正
の
償
い
を
す
る
か
ら
で
あ
る⑲
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
こ
の
断
片
の
主
題
を
「
諸
存
在
」
と
し
て
、
こ
れ
を
単
数
形
の

tὸ ὄν
に
対
す
る
文
字
通
り
の
複
数
形
で
は
な
く
、「
全
体
と
し
て
の
存
在
者
」
と
解

釈
す
る
。
そ
の
う
え
で
こ
れ
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
事
柄
が
言
わ
れ
て
い
る
の
か
を

解
説
し
て
い
く
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
ま
ず
、断
片
を
大
き
く
、「ἐξ ὧν δὲ ἡ γένεσις ἐστι 

τοῖς οὖσι καὶ τὴν φθορὰν είς ταῦτα γίνεσθαι κατὰ τὸ χρεών

」
と
「διδόναι γὰρ 
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αὐτὰ δίκην καὶ τίσιν ἀλλήλοις τῆς ἀδικίας

」
と
「κατὰ τὴν τοῦ χρόνου τάξιν

」
と

い
う
三
つ
の
部
分
に
分
け
る
。
以
下
で
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
解
釈
の
正
当
性
は
ひ
と

ま
ず
措
い
て
、
各
部
分
の
解
釈
の
結
果
を
端
的
に
取
り
出
す
。

ま
ず
、
最
初
の
部
分
「ἐξ ὧν δὲ ἡ γένεσις ἐστι τοῖς οὖσι καὶ τὴν φθορὰν είς 

ταῦτα γίνεσθαι κατὰ τὸ χρεών

」
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
こ
こ
か
ら
、「γένεσις

」

と
「φθορὰν

」
の
対
、「ἐξ ὧν

」
と
「είς ταῦτα

」
対
、
そ
し
て
「κατὰ τὸ χρεών

」

を
取
り
出
す
。「γένεσις
」
と
「φθορὰν

」
は
、「
生
成
」
と
「
消
滅
」
で
あ
る
。
ハ

イ
デ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
現
れ
る
こ
とE

rsch
ein

en

」
と
「
消
え
る
こ
と

V
ersch

w
in

den

」
で
あ
る
（G

A
 35, 7

）。「ἐξ ὧν

」
と
「είς ταῦτα

」
は
、
ハ
イ
デ

ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
そ
こ
か
らW

oh
er

」
と
「
そ
こ
へW

oh
in

」
で
あ
る

（G
A

 35, 8 f.

）。「κατὰ τὸ χρεών

」
は
、ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、「
必
然
に
し
た
が
っ

てn
ach

 der N
otw

en
digkeit

」（G
A

 35, 9
）
で
あ
る
。
こ
の
「
必
然
性
」
が
意
味

す
る
の
は
、「
そ
こ
か
ら
」
と
「
そ
こ
へ
」
の
「
同
一
性S

elbigkeit

」
で
あ
る
（G

A
 

35, 10

）。
こ
こ
ま
で
が
最
初
の
文
の
解
釈
で
あ
る
。
ま
と
め
る
と
、「
全
体
と
し
て
の

存
在
者
」
が
「
現
れ
る
こ
と
」
と
「
消
え
る
こ
と
」、こ
の
両
者
の
動
き
の
「
そ
こ
か

ら
」
と
「
そ
こ
へ
」
の
「
同
一
性
」
が
「
必
然
性
」
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
の
存
在

者
は
、
同
じ
と
こ
ろ
か
ら
現
れ
、
ま
た
同
じ
と
こ
ろ
へ
と
消
え
る
と
い
う
必
然
性
に

お
い
て
あ
る
と
い
う
。

つ
ぎ
に
第
二
の
部
分
「διδόναι γὰρ αὐτὰ δίκην καὶ τίσιν ἀλλήλοις τῆς ἀδικίας
」

の
解
釈
を
見
て
み
た
い
。
こ
こ
で
取
り
出
さ
れ
る
の
は
、「δίκην

」「τίσις

」「ἀδικίας
」

で
あ
る
。「δίκην

」
と
「ἀδικίας

」
は
対
語
で
あ
り
、上
記
の
日
下
部
訳
で
は
「δίκην

」

が
明
示
的
に
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
に
、「F

u
g

〔
正
当
〕」
と
「U

n
-fu

g

〔
不
当
〕」（G

A
 35, 13

）
の
訳
を
あ
て
て
、
倫
理
的
・
道
徳

的
含
意
を
排
除
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「F

u
g

」
が
意
味
す
る
の
は
、「
昼
と
夜
」、

「
誕
生
と
死
」
な
ど
の
対
立
す
る
も
の
同
士
の
「
ま
と
ま
り
」
へ
の
「
接
合G

efü
ge

」

で
あ
り
、「U

n
fu

g

」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
こ
の
「
接
合
」
か
ら
外
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
（G

A
 35, 13

）。
こ
れ
に
応
じ
て
、「τίσις

」
も
「
償
いB

ü
ße

」
で
は
な
く
、

「
適
合E

n
tspru

ch

」
と
訳
さ
れ
る
（G

A
 35, 14

）。
以
上
が
、
第
二
の
部
分
の
ハ
イ

デ
ガ
ー
に
よ
る
訳
お
よ
び
解
釈
で
あ
る
。

つ
ま
り
全
体
と
し
て
の
存
在
者
は
、「
そ
こ
か
ら
」
と
「
そ
こ
へ
」
の
同
一
性
と
い

う
意
味
で
の
必
然
に
従
っ
て
現
れ
て
は
消
え
る
が
、
こ
の
現
れ
る
こ
と
が
「
正
当
」

で
あ
り
、
消
え
る
こ
と
が
「
不
当
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
ま
と
ま
り
」
へ
の
関
係
か

ら
言
わ
れ
て
い
る
。

三
‐
二　

ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
解
釈

つ
づ
い
て
第
三
の
部
分
「κατὰ τὴν τοῦ χρόνου τάξιν

」
の
解
釈
を
見
て
み
た
い
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
こ
の
部
分
か
ら
、「χρόνος

」
と
「τάξις

」
の
対
を
取
り
出
す
。
両
語

は
、
上
記
の
邦
訳
に
従
え
ば
「
時
」
と
「
秩
序
」
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
両
語

に
「Z

eit

」
と
「M

aßgabe

」
の
語
を
当
て
て
、
全
体
を
「n

ach
 der M

aßgabe 

der Z
eit

」
つ
ま
り
「
時
間
の
尺
度
に
従
っ
て
」
と
訳
す
（G

A
 35, 20

）。
こ
の
「
時

間
」
の
解
釈
の
際
に
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
が
、
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
の
悲
劇
『
ア
イ

ア
ス
』
か
ら
の
つ
ぎ
の
一
節
で
あ
る
。
第
三
の
部
分
の
ア
ナ
ク
シ
マ
ン
ド
ロ
ス
解
釈

は
、
実
質
的
に
は
こ
の
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
解
釈
と
し
て
遂
行
さ
れ
る
。

ἅπανθ’ ὁ μακρὸς κἀναρίθμητος χρόνος φύει τ’ ἄδηλα καὶ φανέντα 

κρύπτεται.

（G
A

 35, 18

）

こ
の
箇
所
の
通
常
の
邦
訳
、
風
間
喜
代
三
の
訳
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、長
く
果
て
し
な
く
つ
づ
く
時
の
お
か
げ
で
生
ま
れ
て
く
る
。

そ
の
時
は
、
何
と
も
わ
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
て
も
、
や
が
て
明
る
み
に
出
て
く

る
と
、
ま
た
時
が
こ
れ
を
自
分
の
中
に
か
く
し
て
し
ま
う⑳
。
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ハ
イ
デ
ガ
ー
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
翻
訳
す
る
。

す
べ
て
の
も
の
を
、
時
間
は
み
ず
か
ら
の
力
の
内
に
持
つ
、（
つ
ま
り
）
時
間
は

露
わ
で
な
い
も
の
を
立
ち
上
が
ら
せ
、
そ
し
て
時
間
は
現
れ
の
内
に
立
つ
も
の

を
隠
す（
時
間
は
消
え
さ
せ
る
）（A

lles h
at die Z

eit in
 ih

rer M
ach

t,

（n
äm

lich

）

a
u

fgeh
en

 lä
ß

t sie d
a

s U
n

offen
b

a
re, u

n
d d

a
s in

 d
er E

rsch
ein

u
n

g 

S
teh

en
de verbirgt sie

（läßt sie versch
w

in
den

））。（G
A

 35, 18

）

主
な
六
つ
の
語
の
ギ
リ
シ
ア
語
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
訳
を
対
応
さ
せ
て
み
る
。

「ἅπανθ’

」
は
「
す
べ
て
の
も
のalles
」、「ὁ μακρὸς κἀναρίθμητος χρόνος

」
は

「
時
間
は
み
ず
か
ら
の
力
の
内
に
持
つh

at die Z
eit in

 ih
rer M

ach
t

」、「φύει

」
は

「
立
ち
上
が
ら
せ
るau

fgeh
en

 läßt

」、「τ’ ἄδηλα
」
は
「
露
わ
で
な
い
も
のdas 

U
n

offen
bare

」、「φανέντα

」
は
「
現
れ
の
内
に
立
つ
も
のd

as in
 d

er 

E
rsch

ein
u

n
g S

teh
en

de

」、「κρύπτεται

」
は
「
隠
す
（
消
え
さ
せ
る
）verbirgt

（läßt versch
w

in
den

）」
で
あ
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、こ
れ
ら
の
語
の
内
で
、「χρόνος – φύειν
」
の
語
が
、「
最

高
度
に
注
目
に
値
す
る
表
現
」（G

A
 35, 19

）で
あ
る
。φύει

は
能
動
態
の
動
詞φύειν

の
三
人
称
単
数
の
活
用
形
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、χρόνος

が
主
語
で
、ἅπανθ’
な
い

しτ’ ἄδηλα

が
目
的
語
で
あ
る
。
風
間
訳
で
は
、ἅπανθ’

（
あ
ら
ゆ
る
も
の
）
が
主
語

に
置
き
換
え
ら
れ
て
、φύει

は
「
生
ま
れ
て
く
る
」
と
中
動
的
に
訳
さ
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、χρόνος

を
主
語
に
置
い
た
ま
ま
、ἅπανθ’

とτ’ ἄδηλα

も
目
的
語
の
ま
ま
に
し
て
、一
応
ギ
リ
シ
ア
語
に
則
し
て
訳
す
。
こ
の
場
合
のφύειν

は
、「
露
わ
で
な
い
も
の
」
を
〈au

fgeh
en

 lassen

立
ち
上
が
ら
せ
る
〉
こ
と
と
し

て
他
動
詞
的
・
使
役
的
に
訳
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、φύειν

は
能
動
態
で
あ
り
、

「χρονος φύει

」
は
、「
時
間
が
隠
れ
た
も
の
を
立
ち
上
が
ら
せ
るläßt au

fgeh
en

」

（G
A

 35, 20

）
こ
と
と
な
る
。

三
‐
三　

ピ
ュ
シ
ス
の
二
重
の
意
味

こ
の
よ
う
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、能
動
態φύειν

を
、〈
立
ち
上
が
ら
せ
るau

fgeh
en

 

lassen

〉と
使
役
的
に
翻
訳
す
る
。
ひ
と
ま
ず
こ
れ
が
ピ
ュ
シ
ス
の
動
態
で
あ
る
。
だ

が
そ
の
一
方
で
同
時
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、φύσις

の
生
長
の
動
態
と
し
て
、「
生お

い

出

る
こ
とH

ervorgeh
en

」「
立
ち
上
が
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0A
u

fgeh
en

」「
展
開
す
る
こ
とsich

 

E
n

tfalten

」「
お
の
れ
を
示
す
こ
とsich

 Z
eigen

」「
現
れ
る
こ
とE

rsch
ein

en

」

（G
A

 35, 20

）
と
言
っ
た
自
動
詞
的
・
再
帰
動
詞
的
な
動
態
を
繰
り
返
し
強
調
す
る
。

こ
れ
ら
は
自
動
詞
お
よ
び
再
帰
動
詞
的
と
い
う
意
味
で
、
他
動
詞
・
能
動
態
の
〈
生

長
さ
せ
るw

ach
sen

 lassen

〉
や
〈
立
ち
上
が
ら
せ
るau

fsteh
en

 lassen

〉
と
は

異
な
る
。
能
動
態
の
〈
生
長
さ
せ
る
〉
は
、
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
の
詩
的
な
文
脈
で
は
時

間
（χρόνος

）
を
主
語
に
し
て
い
た
が
、
別
の
用
例
で
は
「
大
地
」（P

atzer 1993, 

236/26

）
や
「
森
」（P

atzer 1993, 237/27

）
を
主
語
に
す
る
場
合
も
あ
る
。
文
法
的
に

は
、
大
地
や
森㉑
が
能
動
的
に
草
木
を
〈
生
長
さ
せ
るφύειν

〉
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
動
態φύεσθαι

（
生
長
す
る
）
の
場
合
、
主
語
に
な
る
の
は
草
木
で
あ
り
、

大
地
や
森
は
〈
か
らἐκ

〉〈
か
らἀπό

〉
な
ど
の
前
置
詞
を
伴
っ
て
、
例
え
ば
、「
大

地
か
ら
生
長
し
て
い
る
も
のτὰ ἐκ τῆς γῆς φυόμενα

」㉒
（
ヘ
ロ
ド
ト
ス
『
歴
史
』
四
巻
、

一
二
二
）㉓

と
い
う
よ
う
に
登
場
す
る
。
こ
の
「
生
長
す
る
も
のφυόμενα

」
は
、
中
動

態
の
動
詞φύεσθαι

の
中
性
の
現
在
分
詞
の
複
数
形
の
名
詞
的
使
用
で
あ
る
。
中
動

態
の
場
合
は
、〈
草
木
が
大
地
か
ら
生
長
す
るφύεσθαι

〉
と
い
う
よ
う
に
言
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
念
頭
に
置
い
て
読
む
と
、
確
か
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
ピ
ュ
シ

ス
が
〈
生お

い

出
るh

ervorgeh
en

〉〈
立
ち
上
が
るau

fgeh
en

〉
の
は
、「
大
地
か
ら

au
s der E

rde

」（G
A

 35, 20

）
で
あ
り
、
こ
れ
が
本
来
の
ギ
リ
シ
ア
人
に
と
っ
て
の

「φύσις
」「φύειν

」の「
本
質
的
契
機
」（G

A
 35, 20

）で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。φύεσθαι

や
中
動
態
の
語
こ
そ
登
場
し
な
い
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
で
は
、
大
地
か
ら
生
長
す
る
と

い
う
中
動
態
（φύεσθαι
）
が
、φύσις

と
能
動
態
のφύειν

（
生
長
さ
せ
る
）
の
本
質
的
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契
機
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

同
様
の
能
動
態
と
中
動
態
の
絡
み
あ
い
は
、中
動
態
のκρύπτεται/κρύπτεσθαι

（
自

分
の
内
に
隠
す
／
隠
れ
る
）
に
も
見
ら
れ
る
。φανέντα

は
、風
間
訳
で
は
「
明
る
み
に

出
て
く
る
と
」
と
動
詞
的
に
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は

「
現
わ
れ
の
内
に
立
つ
す
べ
て
の
も
のalles in

 der E
rsch

ein
u

n
g S

teh
en

de

」な

い
し
「
現
れ
の
内
に
立
つ
も
のdas in

 der E
rsch

ein
u

n
g S

teh
en

de

」
で
あ
る
。

こ
れ
に
か
か
る
動
詞
は
、κρύπτεται

で
あ
る
。
こ
の
動
詞
は
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
の

断
片
Ｂ
一
二
三
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
中
動
態
の
不
定
詞κρύπτεσθαι

（
隠
れ
る
）
の
三

人
称
単
数
の
活
用
で
あ
る
。
風
間
は
こ
れ
を
「
自
分
の
中
に
か
く
し
て
し
ま
う
」
と

訳
す
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
〈verbergen
隠
す
〉
と
訳
し
、
す
ぐ
に
ま
た
〈
消
え
さ

せ
るversch

w
in

den
 lassen

〉
と
補
う
。
風
間
訳
で
も
ハ
イ
デ
ガ
ー
訳
で
も
、
こ

の
動
詞
の
主
語
は
、χρόνος

（
時
間
）
で
あ
る
。
風
間
は
中
動
態
の
意
味
を
、〈
時
間

が
自
分
の
な
か
に
隠
す
〉
と
い
う
再
帰
的
な
中
動
性
と
し
て
解
釈
す
る
。
対
す
る
ハ

イ
デ
ガ
ー
は
、
こ
の
動
詞
を
、
他
動
詞
的
に
〈
隠
す
〉、
そ
し
て
他
動
詞
的
・
使
役
的

に
〈
時
間
が
現
れ
の
内
に
立
つ
も
の
を
消
え
さ
せ
る

0

0

0

0

0

〉
と
解
釈
す
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー

は
、
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
の
中
動
態κρύπτεται

を
、
少
な
く
と
も
文
法
的
に
は
、
能
動

的
・
他
動
詞
的
に
解
釈
す
る
。

要
す
る
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
ピ
ュ
シ
ス
に
、
能
動
的
な
〈
立
ち
上
が
ら
せ
る

au
fgeh

en
 lassen

〉
と
自
動
詞
的
（
中
動
態
的
）
な
〈
立
ち
上
が
るau

fgeh
en

〉、そ

し
て
、
他
動
詞
的
・
能
動
的
な
〈
隠
すverbergen

〉
な
い
し
〈
消
え
さ
せ
る

versch
w

in
den

 lassen

〉
と
中
動
態
的
な
〈
隠
れ
るκρύπτεται/κρύπτεσθαι

〉
を

読
み
込
む
。
こ
こ
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
能
動
態
と
中
動
態
を
明
確
に
区
別
せ
ず
、
両

者
を
混
淆
・
等
置
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
だ
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
決
し
て
両
者

の
区
別
を
無
視
す
る
の
で
は
な
い
。
実
際
、
こ
の
区
別
は
、
例
え
ば
『
ニ
ー
チ
ェ
II
』

（
一
九
三
九
‐
四
六
年
成
立
）
で
は
、〈
開
放
す
る
こ
とF

reilassen

〉
と
「
開
放
さ
れ

た
も
のdas [...] F

reigelassen
e

」（G
A

 6.2, 412

）
の
対
に
見
ら
れ
、
こ
の
対
は
、

「
作
るfacere

」
と
「
作
ら
れ
た
こ
と
〔
事
実
〕factu

m

〕」、「
作
用W

irken

」
と

「
被
作
用
者das [...] G

ew
irkte

」
と
い
っ
た
能
動
態
と
受
動
態
の
対
か
ら
区
別
さ

れ
る
（G

A
 6.2, 412

）。
だ
が
そ
も
そ
も
能
動
態
と
中
動
態
の
対
立
と
は
、
ア
ガ
ン
ベ

ン
を
参
照
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

能
動
態
と
の
対
立
が
明
ら
か
な
の
は
、
能
動
態
を
も
許
容
し
て
い
る
中
動
態
に

お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に
は
、koim

atai=

「
彼
が
眠
っ
て
い
る
」〔
中
動

態
〕
がkoim

a=

「
彼
が
（
だ
れ
か
を
）
眠
ら
せ
る
」〔
能
動
態
・
使
役
〕
に
転
化

す
る
。
前
者
で
は
、
主
体=

主
語
が
過
程
に
内
属
し
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し

て
、
後
者
で
は
、
過
程
は
も
は
や
主
体=

主
語
の
う
ち
に
場
所
を
も
つ
こ
と
が

な
く
な
っ
て
、
他
動
詞
的
に
他
の
辞
項
に
転
移
さ
れ
、
こ
れ
が
そ
の
目
的
語
と

な
る
。
こ
こ
で
は
、
主
体=

主
語
は
《
過
程
の
外
に
置
か
れ
、
い
ま
や
動
作
主

と
し
て
過
程
を
支
配
す
る
》。
そ
の
結
果
、そ
の
動
作
は
外
部
の
客
体
を
目
的
と

し
て
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る㉔
。

こ
こ
で
は
、
バ
ン
ヴ
ェ
ニ
ス
ト
の
「
内
態diath

èse in
tern

e

」（
中
動
態
）
と
「
外

態diath
èse extern

e

」（
能
動
態
）
の
区
別
が
参
照
さ
れ
て
い
る㉕
。「
内
態
」（
中
動

態
）
で
は
主
語=

主
体
が
〈
眠
っ
て
い
る
〉
と
い
う
過
程
に
内
在
的
で
あ
る
の
に
対

し
て
、「
外
態
」（
能
動
態
）
で
は
主
語=

主
体
は
別
の
人
間
を
「
眠
ら
せ
る
」
の
で

あ
り
、
別
の
人
間
が
〈
眠
る
〉
と
い
う
中
動
的
な
過
程
を
外
部
か
ら
他
動
詞
的
に
支

配
す
る
。
こ
れ
が
ギ
リ
シ
ア
語
の
文
法
的
な
能
動
態
と
中
動
態
の
区
別
で
あ
る
。
こ

の
文
法
的
区
別
に
従
え
ば
、φύειν

は
外
態
で
、φύεσθαι

は
内
態
で
、
そ
れ
ぞ
れ
別

の
過
程
と
い
う
こ
と
に
な
る㉖
。

た
し
か
に
、
も
し
大
地
、
木
の
幹
、
枝
葉
、
芽
な
ど
の
個
々
の
存
在
者
を
考
え
た

場
合
、〈
生
長
さ
せ
る
〉
と
〈
生
長
す
る
〉
は
、
例
え
ば
、〈
大
地
が
草
木
の
芽
を
生

長
さ
せ
る
〉
と
〈
草
木
の
芽
が
生
長
す
る
〉
の
よ
う
に
適
宜
区
別
で
き
る
。〈
生
長
さ
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せ
る
〉
は
、
存
在
者
Ａ
が
別
の
存
在
者
Ｂ
を
生
長
さ
せ
る
と
い
う
外
態
的
過
程
と
し

て
理
解
で
き
、〈
生
長
す
る
〉
は
単
純
に
存
在
者
Ｂ
の
内
態
的
過
程
と
し
て
考
察
で
き

る
。し

か
し
な
が
ら
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
記
述
す
る
全
体
と
し
て
の
存
在
者
の
意
味
で
の

ピ
ュ
シ
ス
の
場
合
に
は
、
文
法
的
区
別
と
し
て
の
外
態
と
内
態
は
必
ず
し
も
妥
当
し

な
い
。
別
言
す
れ
ば
、
こ
の
ピ
ュ
シ
ス
に
お
い
て
は
、
存
在
者
Ａ
が
存
在
者
Ｂ
に
働

き
か
け
る
、
前
者
が
後
者
を
使
役
す
る
、
前
者
が
原
因
と
な
っ
て
前
者
を
引
き
起
こ

す
と
い
う
能
動
的
・
他
動
詞
的
・
使
役
的
・
因
果
的
理
解
は
妥
当
し
な
い
。
ハ
イ
デ

ガ
ー
は
、
ピ
ュ
シ
ス
か
ら
ま
さ
に
そ
う
し
た
「
近
代
的
な
表
象
」
を
排
除
し
、
ギ
リ

シ
ア
人
に
と
っ
て
の
生
長
（W

ach
stu

m
）
は
、「
諸
状
態
と
諸
特
徴
の
原
因
に
応
じ

た
連
続das u

rsach
en

m
äßige A

u
fein

an
derfolgen

」（G
A

 35, 20

）
と
し
て
は

理
解
で
き
な
い
と
し㉗
、
原
因
と
結
果
の
作
用
・
被
作
用
は
排
除
す
る
。
ピ
ュ
シ
ス
に

お
け
るlassen

は
、使
役
・
作
為（K

au
sativ/Faktiv

）・
使
役
的=

因
果
的（kau

sativ

）

で
は
な
い㉘
。

ピ
ュ
シ
ス
は
〈
生な

す
も
の
〉
で
あ
る
と
同
時
に
〈
生な

る
も
の
〉
で
あ
る
。
ハ
イ
デ

ガ
ー
が
こ
の
動
的
意
味
の
二
重
性
に
お
い
て
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
存
在
者

Ａ
と
同
じ
存
在
者
Ａ
の
同
一
性
に
お
け
る
二
重
性
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
存
在
者
が

全
体
と
し
て
存
在
し
て
く
る
と
い
う
事
態
に
お
い
て
存
在
そ
の
も
の
が
存
在
者
を

〈
存
在
さ
せ
る
こ
と
〉
と
、存
在
者
が
〈
存
在
し
て
く
る
こ
と
〉
の
統
一
的
な
二
重
性

で
あ
る
。
存
在
者
が
人
間
的
な
〈
為
す
こ
と
〉
と
の
相
関
性
に
入
っ
て
く
る
の
は
、

こ
こ
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
際
、
ピ
ュ
シ
ス
の
〈
存
在
さ
せ
る
こ
と
〉
は
こ
の
相

関
性
に
入
る
こ
と
な
く
、
そ
こ
か
ら
退
去
す
る
。
こ
こ
に
、
み
ず
か
ら
の
内
に
隠
れ

る
存
在
そ
の
も
の
の
有
限
性
が
あ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
存
在
そ
の
も
の
の
有
限
性
と

は
、
こ
れ
が
み
ず
か
ら
の
内
に
隠
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
存
在
者
、
そ
し
て
そ
の
存

在
を
開
放
す
る
こ
と
、
別
言
す
れ
ば
、
見
捨
て
る
こ
と
（V

erlassen

）
で
あ
る
。
開

放
さ
れ
る
こ
と
で
は
じ
め
て
存
在
者
は
、
作
用
と
被
作
用
者
、
作
る
こ
と
と
作
ら
れ

る
も
の
、
あ
る
い
は
表
象
と
表
象
さ
れ
る
も
の
と
い
っ
た
形
而
上
学
的
枠
組
み
に
入

り
来
た
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
こ
に
は
、
一
方
で
ピ
ュ
シ
ス
の
〈
存
在
さ
せ

る
こ
と
〉
と
〈
存
在
す
る
こ
と
〉
が
あ
り
、
こ
の
〈
存
在
さ
せ
る
こ
と
〉
は
、
人
間

の
自
動
詞
的
存
在
の
退
去
す
る
根
底
で
あ
る
。
対
し
て
人
間
の
他
動
詞
性
は
、（
人
間

の
側
で
）
存
在
者
を
〈
存
在
さ
せ
る
〉
態
度
（
放
下
）㉙

と
も
な
れ
ば
、
ま
た
形
而
上
学

的
・
技
術
的
に
こ
れ
を
表
象
し
て
作
為
の
対
象
と
す
る
働
き
と
も
な
る
。

む
す
び

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
そ
の
最
初
期
に
お
い
て
、
世
界
に
お
け
る
自
動
詞
的
（
非
他
動
詞

的
）
な
い
し
再
帰
的
な
振
る
舞
い
と
世
界
に
対
す
る
他
動
詞
的
な
振
る
舞
い
の
循
環

的
な
生
の
事
実
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
の
主
眼
は
、
人
間
が
対
象
を
〈
作
る
〉

と
い
う
能
動
的
働
き
で
は
な
く
、
世
界
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
生
そ
の
も
の
が
そ
の

つ
ど
世
界
に
お
い
て
自
己
自
身
と
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
一
節
で
は
、
生
・
現
存

在
の
事
実
性
の
こ
う
し
た
動
的
意
味
を
明
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
第
二
節
で
は
、
こ

の
自
動
詞
性
と
他
動
詞
性
の
循
環
に
は
回
収
さ
れ
な
い
よ
り
根
源
的
な
事
実
性
を
自

然
に
求
め
て
、『
存
在
と
時
間
』
と
そ
れ
以
降
の
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
自
然
の
事
実

性
を
明
示
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
現
存
在
の
超
越

（
根
源
的
行
為
）
と
の
相
関
性
に
あ
る
広
義
の
自
然
と
、
そ
の
事
実
性
に
は
還
元
さ
れ

な
い
無
な
い
し
存
在
そ
の
も
の
の
有
限
性
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
第
三
節
で

は
、
事
実
性
の
術
語
が
廃
さ
れ
た
一
九
三
二
年
の
ピ
ュ
シ
ス
理
解
を
確
認
す
る
こ
と

で
、
自
然
概
念
の
動
的
意
味
の
帰
趨
を
解
き
明
か
す
こ
と
を
試
み
た
。
そ
こ
で
示
さ

れ
た
の
は
、ピ
ュ
シ
ス
に
お
け
る
（
存
在
者
を
）〈
存
在
さ
せ
る
〉
と
（
存
在
者
が
）〈
存

在
す
る
〉、
お
よ
び
、
そ
れ
に
対
応
し
た
（
存
在
者
・
現
象
を
）〈
隠
れ
さ
せ
る
〉
と
（
存

在
者
・
現
象
が
）〈
隠
れ
る
〉
と
い
う
能
動
態
と
中
動
態
の
二
重
の
動
的
意
味
で
あ
っ

た㉚
。
人
間
と
自
然
の
動
態
は
、
様
々
な
文
法
的
規
定
の
い
ず
れ
か
に
単
純
な
仕
方
で
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回
収
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
は
、
そ
れ
を
、
文
法
的
規
定
を
越
え
て
動
（
詞
）

的
‐
哲
学
的
な
観
点
か
ら
記
述
す
る
ひ
と
つ
の
試
み
で
あ
っ
た
。

注①　
当
時
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
周
辺
に
お
け
る
「
事
実
性
」
の
語
の
用
例
に
つ
い
て
は
、キ

シ
ー
ル
の
論
文
が
詳
し
い
（V

gl. K
isiel 1987

）。

②　

こ
こ
で
は
、一
九
三
五
年
夏
学
期
講
義
『
形
而
上
学
入
門
』
で
、（
１
）〈ist

〉〈ἔστιν

〉

〈εἰμί

〉〈εἶναι

〉
の
語
幹
〈es-

〉、（
２
）〈φύω

〉〈φύσις

〉〈φύειν

〉〈bin

〉〈bist

〉

の
語
根
〈bh

u
-

〉、（
３
）〈w

esen
/W

esen

〉〈w
esan

〉
の
語
幹
〈w

es-/ves-

〉
と

い
う
三
つ
の
語
幹
が
枚
挙
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
回
顧
的
に
顧
慮
で
き
る
と
思
わ
れ
る

（V
gl. G

A
 40, 76 f.

）。

③　

facere

とfieri

の
完
了
形
は
語
形
だ
け
で
は
区
別
で
き
な
い
。
創
世
記
の
冒
頭
部

分
の
一
節
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。「
神
は
言
わ
れ
た
。
光
あ
れ
。
こ
う
し
て
光
が
あ
っ

た
（D

ixitqu
e D

eu
s: F

iat lu
x. E

t facta est lu
x

）」（『
ウ
ル
ガ
タ
聖
書
』、1:3

）。

こ
こ
の
「
あ
れfiat

」
は
こ
れ
だ
け
見
れ
ば
、fieri
の
接
続
法
三
人
称
単
数
現
在
の

〈
生
ま
れ
よ
〉
と
も
、facere

の
接
続
法
三
人
称
単
数
現
在
の
〈
作
ら
れ
よ
〉
と
も
理

解
で
き
る
。「
あ
っ
たfacta est

」
も
こ
れ
だ
け
を
見
れ
ば
、fieri

の
女
性
形
単
数
完

了
形
の
〈
生
ま
れ
た
〉
と
も
、facere

の
女
性
形
単
数
完
了
形
の
〈
作
ら
れ
た
〉
と
も

読
め
る
。
し
か
し
〈
あ
れ
〉
と
〈
あ
っ
た
〉
と
い
う
邦
訳
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、両

者
は
〈
生
ま
れ
よ
〉
と
〈
生
ま
れ
た
〉
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
語
は
、「Κ

αι είπε ο Θ
εός: 

Α
ς γίνει φως· και έγινε φως

（
神
は
言
わ
れ
た
。
光
あ
れ
。
こ
う
し
て
光
が
あ
っ
た
）」

と
な
っ
て
い
る
。〈
あ
れ
〉
はγίνει

で
、〈
あ
っ
た
〉
はέγινε

で
あ
り
、
両
者
と
も
中

動
態
の
動
詞γίγνεσθαι

（
生
ま
れ
る
、
起
こ
る
）
の
活
用
で
あ
る
。

④　

言
語
学
を
参
照
す
る
と
、
こ
う
し
た
他
動
詞
と
自
動
詞
の
対
は
、
日
本
語
に
顕
著
に

見
ら
れ
る
有
対
動
詞
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。自
動
詞
を
対
に
も
つ
他
動
詞
が
有
対
他
動

詞
、
他
動
詞
を
対
に
も
つ
自
動
詞
が
有
対
自
動
詞
で
あ
り
、
こ
う
し
た
対
を
持
た
な
い

無
対
動
詞
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、〈
壊
す
〉
と
〈
壊
れ
る
〉、〈
冷
や
す
〉
と

〈
冷
え
る
〉、〈
外
す
〉
と
〈
外
れ
る
〉、〈
生
む
〉
と
〈
生
ま
れ
る
〉、〈
燃
や
す
〉
と
〈
燃

え
る
〉、〈
萌
や
す
〉
と
〈
萌
え
る
〉、〈
現
す
〉
と
〈
現
れ
る
〉、〈
隠
す
〉
と
〈
隠
れ

る
〉
と
い
っ
た
他
動
詞
と
自
動
詞
は
有
対
動
詞
で
あ
り
、
他
動
詞
〈
作
る
〉〈
築
く
〉

〈
編
む
〉〈
縫
う
〉〈
織
る
〉〈
描
く
〉〈
彫
る
〉
や
自
動
詞
〈
歩
く
〉
の
よ
う
な
対
を
持

た
な
い
動
詞
は
無
対
動
詞
で
あ
る
。
金
田
一
春
彦
に
よ
れ
ば
、
有
対
の
自
動
詞
は
、
日

本
語
に
お
け
る
中
動
態
で
あ
る
（V

gl. K
in

daich
i 1957, 239

）。

⑤　

キ
シ
ー
ル
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
存
在
と
時
間
』
へ
つ
づ
く
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
歩
み

に
お
い
て
「
事
実
性
そ
の
も
の
は
さ
し
あ
た
り
宗
教
的
神
学
的
に
は
中
立
的
で
あ
る
」

（K
isiel 1987, 118

）。

⑥　

V
gl. G

A
 60, 246, 283.

⑦　

V
gl. H

u
a IX

, 601.

⑧　

V
gl. L

öw
ith

 1984, 182 f. u
n

d 280.

⑨　

V
gl. G

A
 2, 87, 190, 196.

⑩　

V
gl. G

A
 2, 93.

⑪　

V
gl. G

A
 2, 98-101.

⑫　

V
gl. G

A
 2, 108.

⑬　

一
九
二
八
／
二
九
年
冬
学
期
講
義
『
哲
学
入
門
』
で
は
、
現
存
在
の
「
投
企
」・「
自

由F
reisein

」
と
し
て
の
「
存
在
者
を
存
在
さ
せ
る
こ
と

0

0

0

0

0S
ein

lassen

」
が
、「
原
行

為U
rh

an
dlu

n
g

」（G
A

 27, 199

）
と
呼
ば
れ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
行
為
概
念
に
つ

い
て
は
、以
下
の
論
考
を
参
照
。
黒
岡
佳
柾
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
「
行
為
」」『
立
命
館
文

學
』
六
二
五
号
、
二
〇
一
二
年
、
一
一
三
七
‐
一
一
五
〇
頁
。

⑭　

無
（N

ich
ts

）
に
象
徴
的
に
示
さ
れ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
存
在
の
有
限
性
に
対
す
る
初

期
の
洞
察
は
、
す
で
に
『
カ
ン
ト
と
形
而
上
学
の
問
題
』（
一
九
二
九
年
）
に
見
出
さ

れ
る
（V

gl. G
A3, 72, 238, 283 u

n
d K

ordi
 2007, 53

）。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
時
間

の
（
自
動
詞
的
な
）
自
己
触
発
の
円
環
に
は
収
ま
ら
な
い
射
程
を
有
す
る
と
思
わ
れ

る
。

⑮　

こ
こ
で
中
期
と
い
う
の
は
、「
存
在
の
意
味
」
へ
の
問
い
に
代
わ
っ
て
「
存
在
の
真

理
」（V

gl. G
A

 35, 1

）
へ
の
問
い
が
明
示
的
に
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の

時
期
を
い
う
。
中
期
の
終
わ
り
は
確
定
し
な
い
で
お
く
。

⑯　

一
九
二
九
／
三
〇
年
冬
学
期
『
形
而
上
学
の
根
本
諸
概
念

―
世
界
・
有
限
性
・
孤

独
』（G

A
 29/30

）
で
は
、「
人
間
が
「
支
配
で
き
な
い
」（G

A
 29/30, 39

）
と
い
う

性
格
以
外
に
、「
存
在
者
の
普
遍
的
支
配allgem

ein
e W

alten

」（G
A

 29/30, 39

）

と
し
て
の
ピ
ュ
シ
ス
の
具
体
的
記
述
が
明
確
に
な
っ
て
ゆ
く
。

⑰　

事
実
性
の
術
語
は
、一
九
三
〇
／
三
一
年
冬
学
期
講
義
（G

A
 32

）
に
数
か
所
登
場
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す
る
の
み
で
、
そ
の
後
の
講
義
か
ら
は
基
本
的
に
姿
を
消
す
。

⑱　

ち
な
み
に
同
箇
所
の
ク
ラ
ン
ツ
編
の
ギ
リ
シ
ア
語
と
デ
ィ
ー
ル
ス
に
よ
る
訳
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
引
用
し
て
い
る
の
は
、「ἐξ ὧν

」
以
降
で

あ
る
。「Ἀ

. ... ἀρχὴν .... εἴρηκε τῶν ὄντων τὸ ἄπειρον .... ἐξ ὧν δὲ ἡ γένεσις ἐστι 
τοῖς οὖσι, καὶ τὴν φθορὰν είς ταῦτα γίνεσθαι κατὰ τὸ χρεών

. διδόναι γὰρ αὐτὰ 
δὶκην καὶ τίσιν ἀλλήλοις τῆς ἀδικίας κατὰ τὴν τοῦ χρόνου τάξιν.

」（F
V

 I, 89

）、

「W
orau

s aber das W
erden

 ist den
 seien

den
 D

in
gen

, in
 das h

in
ein

 

gesch
ich

t au
ch

 ih
r V

ergeh
en

 n
ach

 der S
ch

u
ldigkeit; den

n
 sie zah

len
 

ein
an

der gerech
te S

trafe u
n

d B
u

ße fü
r ih

re U
n

gerech
tigkeit n

ach
 der 

Z
eit A

n
ordn

u
n

g.

」（F
V

 I, 89
）。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
デ
ィ
ー
ル
訳
と
し
て
つ
ぎ
の

翻
訳
を
挙
げ
て
い
る
が
、
実
際
の
デ
ィ
ー
ル
訳
と
は
異
な
る
。「W

orau
s aber die 

D
in

ge das E
n

tsteh
en

 h
aben

, dah
in

 geh
t au

ch
 ih

r V
ergeh

en
 n

ach
 der 

N
otw

en
digkeit; den

n
 sie zah

len
 ein

an
der S

trafe u
n

d B
u

ße fü
r ih

re 

R
u

ch
losigkeit n

ach
 der festgesetzten

 Z
eit«

」（G
A

 35, 2

）。

⑲　

日
下
部
吉
信
編
訳
『
初
期
ギ
リ
シ
ア
哲
学
者
断
片
集
1
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
〇

年
、
一
〇
二
頁
。

⑳　

ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
（
風
間
喜
代
三
訳
）『
ア
イ
ア
ス
』『
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
II
』
ち
く
ま
文

庫
、
一
九
八
六
年
、
四
二
頁
。

㉑　

余
談
だ
が
、「
森
」
は
ギ
リ
シ
ア
語
で
「
ヒ
ュ
レ
ーὕλη

」
で
あ
り
、
さ
ら
に
森
か

ら
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
木
材
、
そ
し
て
材
料
・
素
材
一
般
と
い
う
意
味
を
持
っ
た
。
周

知
の
よ
う
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
形
相
が
そ
れ
に
か
た
ち
を
与
え
る
質
料
を
ヒ
ュ

レ
ー
と
呼
び
、
フ
ッ
サ
ー
ル
（
の
静
態
的
現
象
学
）
は
、
意
味
が
生
成
す
る
た
め
の
感

覚
与
件
を
ヒ
ュ
レ
ー
と
呼
び
、
そ
の
形
式
で
あ
る
モ
ル
フ
ェ
ー
の
対
と
し
た
。

㉒　

松
平
千
秋
に
よ
る
訳
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
彼
ら〔
＝
ス
キ
ュ
タ
イ
人
〕

は
ペ
ル
シ
ア
軍
を
認
め
る
と
、
一
日
の
行
程
だ
け
先
ん
じ
て
は
野
営
し
、
地
上
に
生
え

0

0

0

0

0

て
い
る
も
の

0

0

0

0

0

を
こ
と
ご
と
く
根
絶
や
し
て
い
っ
た
」（
ヘ
ロ
ド
ト
ス
『
歴
史
（
中
）』
松

平
千
秋
訳
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
四
（
一
九
七
二
）
年
、
七
一
頁
。
傍
点
に
よ
る
強
調

は
引
用
者
に
よ
る
）。

㉓　

V
gl. P

atzer 1993, 236/26.

㉔　

ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
（
上
村
忠
男
訳
）『
身
体
の
使
用

―
脱
構
成
的
可
能

態
の
理
論
の
た
め
に
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
六
年
、
五
八
頁
。

㉕　

V
gl. B

en
ven

iste 1966, 174.

㉖　

一
九
二
八
／
二
九
年
冬
学
期
講
義
『
哲
学
入
門
』（G

A
 27

）
で
は
、
ラ
テ
ン
語
の

デ
ポ
ネ
ン
ト
（
ラ
テ
ン
語
の
中
動
態
）
の
動
詞
の
不
定
詞
「
生
ま
れ
る
こ
とn

asci

」

（G
A

 27, 329

）
の
意
味
が
「
お
の
ず
か
らvon

 sich
 selbst

」（G
A

 27, 329

）
と
し

て
示
さ
れ
、
こ
れ
が
「
根
源
的
自
然
概
念
」（G

A
 27, 329

）
と
さ
れ
て
い
た
。

㉗　

ピ
ュ
シ
ス
の
近
代
的
表
象
と
は
、
生
長
（W

ach
stu

m

）
を
作
用
と
被
作
用
、
原
因

と
結
果
か
ら
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
古
典
文
献
学
者
の
パ
ッ
ツ
ァ
ー
は
、

能
動
態
のφύειν

の
主
語
＝
主
体
を
「
発
動
者U

rh
eber

」（P
atzer 1993, 235/25

）

と
呼
び
、φύειν

を
こ
の
原
因
と
し
て
の
主
体
が
な
す
「
働
き
か
けB

ew
irk

en

」

（P
atzer 1993, 233/23

）
だ
と
説
明
す
る
。

㉘　

一
九
六
九
年
の
「
ル
・
ト
ー
ル
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
で
は
、「
作
るM

ach
en

」
と
は

「
な
に
か
根
本
的
に
異
な
る
も
の
」
と
し
て
区
別
さ
れ
た
、「
存
在
者
を
存
在
‐
さ
せ
る

sein
-lassen

」
のlassen

が
、「
非
‐
因
果
的
〔
＝
非
‐
使
役
的
〕k

au
sal

意
味
」

に
お
い
て
理
解
さ
れ
て
い
る
（G

A
 15, 363

）。

㉙　

初
期
に
は
、
現
存
在
の
「
原
行
為U

rh
an

dlu
n

g

」（
根
源
的
プ
ラ
ク
シ
ス
）
で
あ

る「
投
企
」・「
自
由F

reisein

」と
し
て
の「
存
在
者
を
存
在
さ
せ
る
こ
と

0

0

0

0

0S
ein

lassen

」

（G
A

 27, 199

）が
、「
放
下G

elassen
h

eit

」と
呼
ば
れ
る（G

A
 27, 214

）。
一
九
五
五

年
の
テ
ク
ス
ト
「
放
下
」
で
は
、「
技
術
的
諸
対
象
の
不
可
避
的
使
用
」
に
対
し
て
「
然

り
」
と
言
う
と
同
時
に
、
そ
れ
が
「
我
々
の
本
質
を
歪
め
、
混
乱
さ
せ
、
つ
い
に
は
閉

塞
す
る
」
限
り
に
お
い
て
は
「
否
」
と
言
う
態
度
、つ
ま
り
「
技
術
的
世
界
」
に
対
し

て
同
時
に
「
然
り
」
と
「
否
」
と
言
う
態
度
が
、「
諸
物
へ
の
放
下

0

0

0

0

0

0

」
と
呼
ば
れ
る

（G
L

, 22 f.

）。

㉚　

こ
こ
か
ら
す
ぐ
に
後
期
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
エ
ル
ア
イ
ク
ニ
ス
や
脱
去
（E

n
tzu

g

）
な

ど
の
思
想
が
導
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
は
い
え
、
そ
の
道
筋
は
示
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
〈
存
在
さ
せ
る
〉
を
よ
り
原
理
的
方
向
性
に
お
い
て
深
化
さ
せ
た
場
合
、こ
れ

は
「
時
間
と
存
在
」（
一
九
六
二
年
）
な
ど
で
述
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
、
存
在
と
時

間
を
贈
与
す
る
エ
ル
ア
イ
ク
ニ
ス
な
い
し
エ
ス
（E

s

）
と
な
る
（V

gl. G
A

 14, 27

）。

略
号
一
覧
（
順
不
同
）

G
A

: H
eidegger, M

artin
, M

artin
 H

eid
egger G

esam
tau

sgabe. F
ran

kfu
rt am

 

M
ain

: V
ittorio K

losterm
an

n
 1975 ff.

（G
A

に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
巻
数
を
付
す
）
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G
L: H

eidegger, M
artin

, G
elassen

h
eit [1955], in

: D
ers., G

elassen
h

eit. 14. 
A

u
fl. S

tu
ttgart: K

lett-C
otta 2008

（G
ü

n
th

er N
eske 1959

）, S. 7-26.
H
ua: H

u
sserl, E

d
m

u
n

d
, H

u
sserlia

n
a

: E
d

m
u

n
d

 H
u

sserl G
esa

m
m

elte 

W
erke. 1950 ff.

（G
A

に
ロ
ー
マ
数
字
で
巻
数
を
付
す
）

D
errida 1972: D

errida, Jacqu
es, M

arges d
e la ph

ilosoph
ie. P

aris: L
es 

É
dition

s de M
in

u
it 1972.

G
G
W
 3: G

ad
am

er, H
an

s-G
eorg, „D

er ein
e W

eg M
artin

 H
eid

eggers“ 
[1986], in

: N
eu

ere P
h

ilosoph
ie I. H

egel, H
u

sserl, H
eid

egger. T
ü

bin
gen

: 

J. C
. B

. M
oh

r

（P
au

l S
iebeck

）1987

（=H
an

s-G
eorg G

adam
er G

esam
m

elte 

W
erke B

d. 3

）, S. 417-430.
Landgrebe 1976: L

an
dgrebe, „F

aktizität als G
ren

ze der R
eflexion

 u
n

d 

F
rage des G

lau
ben

s“, in
: D

en
ken

d
er G

lau
be. F

estsch
rift C

arl H
ein

z 

R
atsch

ow
 zu

r V
ollen

d
u

n
g sein

es 65. W
alter de G

ru
yter 1976.

K
isiel 1987: K

isiel, T
h

eod
ore, „D

a
s E

n
tsteh

en
 d

es B
egriffsfeld

es 

„F
a

k
tizitä

t“ im
 F

rü
h

w
erk

 H
eid

eggers“ [1986/1987], in
: D

ilth
ey-

Jah
rbu

ch
 fü

r P
h

ilosoph
ie u

n
d

 G
esch

ich
te d

er G
eistesw

issen
sch

aften
 

B
d

. 4. G
öttin

gen
: V

an
den

h
oeck &

 R
u

prech
t 1987, S. 91-119.

Benveniste 1966: B
en

ven
iste, É

m
ile, P

roblèm
es d

e lin
gu

istiqu
e gén

érale, 

I. P
aris: É

dition
s G

allim
ard 2012

（1966

）.
Patzer 1993: P

atzer, H
arald, P

h
ysis. G

ru
n

d
legu

n
g zu

 ein
er G

esch
ich

te 

d
es W

ortes. S
itzu

n
gsberich

te d
er w

issen
sch

aftlich
en

 G
esellsch

aft an
 

d
er Joh

an
n

 W
olfgan

g G
oeth

e-U
n

iversität F
ran

kfu
rt am

 M
ain

. B
an

d
 

X
X

X
, N

r. 6. [H
abilitation

 1939]. S
tu

ttgart: F
ran

z S
tein

er V
erlag 1993

（1945

）.
FV I: D

ie F
ragm

en
te d

er V
orsokratiker. G

riech
isch

 u
n

d D
eu

tsch
 von

 

H
erm

a
n

n
 D

iels. B
d

. I. H
g. von

 W
a

lth
er K

ra
n

z. 6. A
u

fl. Z
ü

rich
: 

W
eidm

an
n

 2004

（1951

）.
Löw
ith 1984: L

öw
ith

, K
arl, H

eid
egger – D

en
ker in

 d
ü

rftiger Z
eit. Z

u
r 

S
tellu

n
g d

er P
h

ilosoph
ie im

 20. Jah
rh

u
n

d
ert

（K
arl L

öw
ith

 S
äm

tlich
e 

S
ch

riften
 8

）. S
tu

ttgart: J. B
. M

etzlerisch
e V

erlagsbu
ch

h
an

dlu
n

g 1984.

Kordi
 2007: K

ord
i

, Ivan
, „D

ie K
eh

re, d
ie k

ein
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金
田
一
春
彦
「
時
・
態
・
相
お
よ
び
法
」『
日
本
文
法
講
座
I
総
論
』

明
治
書
院
、
第
四
版
、
一
九
六
九
（
一
九
五
七
）
年
、
二
二
三
‐
二
四
五
頁
。

Kunihara 2016: 

国
原
吉
之
助
『
古
典
ラ
テ
ン
語
辞
典
』
大
学
書
林
、
二
〇
一
六
年
。
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文
献
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同
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エ
ト
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
（
谷
徹
訳
）『
ブ
リ
タ
ニ
カ
草
稿
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
四

年
。

日
下
部
吉
信
編
訳
『
初
期
ギ
リ
シ
ア
哲
学
者
断
片
集
1
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
。

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
（
山
田
晶
訳
）『
告
白
II
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
四
年
。

ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
（
風
間
喜
代
三
訳
）『
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イ
ア
ス
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ギ
リ
シ
ア
悲
劇
II
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ち
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ま
文
庫
、

一
九
八
六
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。
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ド
ト
ス
（
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平
千
秋
訳
）『
歴
史
（
中
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岩
波
文
庫
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〇
〇
四
（
一
九
七
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年
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ョ
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ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
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上
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忠
男
訳
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書
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現
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現
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史
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局
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